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全国曹洞宗青年会 

第15期シンボルマークが 
決定しました

30
ZENSOUSEI 15th

このシンボルマークは、第2期全国曹洞宗青年会（石附 

周行会長）に作られたシンボルマークを参考に、第15期・ 

30周年という意味合いを加えさせて頂いたものです。こ 

のマ「クは、「燃え上がる青年のエネルギーを八正道の中 

に図案化し、それを法界定印でしっかりと支え包含して 

おり、未来（上部）に向かって無限を指向するといった 

デザインである。」と、当時の曹青通信に書かれていま 

す。長く忘れ去られたシンボルマークを復刻することに 

より、設立時の情熱を受け継ぐことができればと考え、 

今回のシンボルマークを作らせて頂きました。

所 信 表 明
全曹青第15期会長山口英寿

この度、第15期会長選考委員会の御推薦を賜り、平成14年度総会で御承認を 

いただき、第15期全国曹洞宗青年会会長を務めさせて頂くこととなりました。

私自身は、甚だ浅学非才の身でございますが、ここまでお導きいただきました 

第14期執行部の皆様、そして第15期執行部諸兄のお力をお借りして、会務の執 

行をさせていただきます。

皆様御存じの様に、全国曹洞宗青年会は統一機関ではありません。積極的に様々な活動を行っている、加 

盟各青年会の活動を、広報紙『そうせい』及び、ホームページ『般若』を中心に情報を伝達すること、又、 

全国曹洞宗青年会の特徴を生かし、曹洞禅の思想を通して社会に寄与していく為に、各委員会の事業展開は 

勿論ですが、その中で人的交流を行うことも含めて、各青年会活動の活性化に役立つことが、全国曹洞宗青 

年会の使命であると思います。

第15期のスローガンは、尽きることのない青年僧の思いを完全燃焼させるべく「燃え上がれ青年のエネル 

ギー」とさせていただきました。

昭和50年H月26日に発会した全国曹洞宗青年会は、.平成16年に30周年という節目の年を迎えます。これま 

でご尽力された諸先輩の足跡を改めて見直し、今後、全国曹洞宗青年会の進むべき方向性を見いだす機会に 

したいと考えます。

第15期執行部一同、精一杯努力致す所存でございますので、皆様の御協力•御支援を賜りますよう、お願 

い申し上げます。

第15期の活動指針は…

1.広報誌「そうせい」、ホームページ「般若」を利用して情報交換をし、加盟青年会の活動を広報・ 

支援します。

2.設立30周年を機会に、更なる飛躍を目指します。

3.広く社会に貢献できる企画を提案します。

4.全国曹洞宗青年会へのご理解を深めていただき、その経験を加盟青年会に還元します。

5.未加盟団体に参加を呼びかけ、加盟団体の拡大に努力します。

以上のことを念頭に置き、理事会および評議委員会のご意向に沿いながら、一仏両祖の教えを現代に生か 

し、加盟青年会の発展を第一に考え、広く社会の青年層へ働きかけることも視野に入れ、和合を持って会務 

の執行を進めて参ります。
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04【特集】

アメリカにおける原理主義
我々は原理主義から何を学ぶべきか

12 現代と宗教

ーイスラム原理主義ということばについて考える一

14 SOUSEiインターナショナル

1B ディスカバーヒューマンライツ

18 全曹青情報局

《全曹青総会•新旧役員紹介等》

2E そうせいインフォメーション

《北信越管区大会•九州管区大会》

27 ピープル

《青松寺御住職喜美候部宗一師》

29 お寺散策

《静岡県修禅寺》

30 賛助会名簿

ヨ1 そうせいサロン

ヨN 青年会モザイク

《秋田県曹洞宗青年会》

齊 今号より『そうせい』は、

14期から15期へバトンタッチいたしました。

表紙デザイン 

広瀬知哲



感3縁森真徳

なにを学ぶべきか

4

♦

「宗
教
国
家
」

ア
メ
リ
カ

て
宗
教
は
重
要
か
」
と
い
う
質
問
に
、
イ
ス

「イ
ラ
ク
戦
争
の
大
義
と
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
」

SOUSEI 2003.8

な
ぜ
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
イ
ラ
ク
戦
争
を 

め

ぐ

っ

て

「神
」
に
つ
い
て
頻
繁
に
語
る
の 

か
。
そ
れ
は
彼
の
個
人
的
な
宗
教
心
が
原
因 

で
は
な
い
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
ブ
レ
ー
ン 

が
周
到
に
分
析
し
て
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
イ

ラ
ー
ム
圏
の9
カ
国
で
は

72%
が

「重
要
で 

あ
る
」
と
答
え
た
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ 

は

86%
で
あ
っ
た
。

「9

・H
」
直
後
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
社
会 

に
は
星
条
旗
と0odBoSSAmerica=(
神

ラ
ク
戦
争
の
是
非
に
つ
い
て
は
大
い
に
疑
問 

が
残
る
が
、

こ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ
ク 

戦
争
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
に 

限
定
し
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
 

日
本
に
報
道
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
は
、
世
俗 

的
で
快
楽
的
な
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
一
面
に
つ
い
て
だ
け
の 

偏
っ
た
情
報
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
先
進
国 

の
な
か
で
は
珍
し
い
「宗
教
国
家
」

で
も
あ 

る
こ
と
を
筆
者
は
主
張
し
続
け
て
き
た(

『宗 

教

か

ら

よ

む

「
ア
メ
リ
カ
」
』
、
講
談
社
選
書

よ
、

ア
メ
リ
カ
を
祝
福
し
た
ま
え)

と
い 

う
標
語
と
同
名
の
愛
国
歌
が
満
ち
溢
れ
た
。
 

「9 • n
」
と
い
う
未
曾
有
の
国
家
的
危
機 

に
直
面
し
た
ア
メ
リ
カ
は
、
星
条
旗
と
「神
」 

の
も
と
に
結
集
し
た
の
で
あ
る
。
 

キ
リ
ス
ト
教
だ
け
で
な
く
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ 

ス
ラ
ー
ム
も
含
め
た
「
セ
ム
的
一
神
教
」
の
宗 

教
と
し
て
の
特
徴
は
、
宗
教
を
個
大
の
問
題 

と
し
て
と
ら
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
共 

同
体
と
し
て
の
社
会
建
設
を
志
向
す
る
と
こ 

ろ
に
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
と
っ
て
の
「ウ

メ
チ
ェ)

。

二
〇
〇
一
年
末
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
機
関 

の
調
査
に
よ
る
と
、
「あ
な
た
の
生
活
に
と
っ

ン
マ
」
、
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
の
「
神
の
国
」 

の
建
設
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
大
類
史
上
、
最
初
に



特集アメリカにおける原理主義

原
理
主
義
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
き
に
、
我

 々

は
今
般
の
イ
ラ
ク
戦
争
や
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
な 

ど
を
通
し
て
イ
ス
ラ
ム
教
原
理
主
義
者
を
連
想 

す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

イ 

ラ
ク
戦
争
の
も
う
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
ア
メ 

リ
カ
に
お
い
て
も
原
理
主
義
者
と
呼
ば
れ
る
人

 々

が
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
回
の
特
集
で
取
り
上
げ 

る
宗
教
右
派
、

キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
者
の
存 

在
で
す
。
そ
の
数
は
我
々
の
予
想
を
超
え
る
も 

の
で
あ
り
、
政
治
的
発
言
力
も
大
き
い
も
の
が 

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
彼
ら
は
独
自
の
教
育
シ
ス 

テ
ム
を
持
つ
な
ど
ア
メ
り
カ
社
会
に
対
す
る
影
響 

力
も
無
視
で
き
な
い
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
き
て
い
ま 

す
。
そ

こ

で

今

回

は

「
ア
メ
り
カ
に
お
け
る
原
理 

主
義
」

と
題
し
て
特
集
を
組
ん
で
み
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
現
在
ア
メ
リ
カ
社
会
の
深
層
で
何
が
起 

き
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
同
志
社
大
学
の
森
孝 

一
教
授
、
上
智
大
学
の
ホ
ア
ン
・
マ
シ
ア
教
授
に 

そ
れ
ぞ
れ
解
説
を
頂
き
ま
す
。
併
せ
て
国
学
院
大 

学
の
井
上
順
孝
教
授
か
ら
は
、
宗
教
教
育
の
可
能 

性
に
つ
い
て
提
言
を
頂
き
ま
す
。
こ
れ
ら
お
三
方 

の
論
説
を
通
じ
て
、
宗
教
が
社
会
に
対
し
て
ど
の 

様
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
考
え 

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

アメリカにおける
ー我々は原理主義から

憲

法

に

「政
教
分
離
」
を
明
記
し
た
国
で
あ 

る
(

一
七
九
一
年
、
憲
法
修
正
第
一
条)

。
 

政
教
分
離
と
は
国
家
が
特
定
の
宗
教
を
国
教 

と
し
て
特
別
扱
い
す
る
こ
と
の
禁
止
で
あ 

る
。
建
国
当
初
か
ら
民
族
的•

宗
教
的
に
多 

様
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
は
、

一
つ
の
宗
派
の 

み
を
国
教
と
す
る
国
教
会
制
度
を
採
用
す
る 

こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
時 

に
新
し
く
誕
生
し
た
ア
メ
リ
カ
を
統
合
す
る

た
め
に
は
、
緩
や
か
に
多
様
性
を
統
合
す
る 

宗
教
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
宗
派
や 

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
つ
い
て
の
理
解
の
多
様 

性
を
超
え
て
ア
メ
リ
カ
を
統
合
す
る
も
の
。 

最
大
公
約
数
と
も
言
う
べ
き
シ
ン
ボ
ル
。
そ 

れ

が

聖

書

の

「神
」

で
あ
っ
た
。
 

♦

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
教
分
離 

憲

法

修

正

第

一

条

に

は

、
「
連
邦
議
会 

は

国

教

を

定

め

る 

(
e
s
t
a
b
l
i
s
h
m
e
n
t

 

of
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6

re
li

gi
o

巳

た

め

の

、
ま
だ
宗
教
の
自
由
な 

活

動

(
f
r
e
e  e

x
e
r
c
i
s
e

 of

 r
e
l
i
g
i
o
n
)

を
禁 

止
す
る
た
め
の
、

い
か
な
る
法
律
も
制
定
す 

る
こ
と
は
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
半 

は
政
教
分
離
に
つ
い
て
の
宣
言
で
あ
る
が
、
 

後
半
は
宗
教
活
動
の
保
障
で
あ
る
。

こ
の 

「
宗
教
の
自
由
な
活
動
」
は
私
的
領
域
だ
け 

で
は
な
く
、
政
治
と
公
教
育
を
含
む
公
的
領 

域
に
お
い
て
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ 

カ
の
宗
教
の
特
徴
は
、
政

教

分

離•

信
教
の

自
由
に
よ
っ
て
、
宗
教
の
多
様
性
を
最
大
限 

に
認
め
る
と
同
時
に
、
大
半
の
国
民
が
共
有 

す
る
こ
と
の
で
き
る
緩
や
か
な
宗
教
に
よ
っ 

て
、
国
家
と
国
民
を
統
合
し
て
い
る
と
こ
ろ 

に
あ
る
。

こ
の
国
家
統
合
の
た
め
の
宗
教
は 

-
c
i
v
i
l  r

e
l
i
g
i
o
n
-

(

市
民
宗
教)

と
呼
ば
れ 

て
き
た
が
、
私
は
こ
れ
を
「
見
え
ざ
る
国
教
」 

と
意
訳
し
て
い
る
。

す

な

わ

ち

、

ア

メ

リ

カ

の

政

教

分

離 

は

「
国

家

と

特

定

の

宗

教

集

団(

教
会)

の
分
離
」(

s
e
p
a
r
a
t
i
o
n

 o
f

 C
h
u
r
c
h

 a
n
d

 

s
t
a
t
e
)

で
あ
る
が
、
「宗
教
と
政
治
の
分
離
」 

(separation  of  Religion  and  policies)  

で
は
な
い
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
見
ら
れ
る 

よ
う
に
、
今
日
に
お
い
て
も
政
治
と
宗
教
は 

密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
国
民
は 

そ
れ
を
是
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

♦

ア
メ
リ
カ
を
ア
メ
リ
カ
た
ら
し
め
て
い
る 

基
本
理
念

今
回
の
イ
ラ
ク
戦
争
の
直
接
の
原
因
は
、
 

ア
メ
リ
カ
の
「
恐
れ
」
で
あ
っ
た
。
再
び
ア
メ 

リ
カ
本
土
が
テ
ロ
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
に
対
す 

る
恐
れ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
戦
争 

は
イ
ラ
ク
へ
の
攻
撃
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
の 

で
は
な
く
、

「9 • n
」
と
と
も
に
戦
争
状
態 

に
入
っ
た(

u
n
d
e
r
a
t
t
a
c
k
)

と
い
う
の
が
ア 

メ
リ
カ
国
民
の
実
感
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
 

こ
の
戦
争
の
戦
場
は
ア
メ
リ
カ
本
土
で
あ
っ 

た
。
ア
メ
リ
カ
本
土
の
安
全
を
脅
か
す
恐
れ 

に
つ
い
て
は
、
先
制
攻
撃
を
用
い
て
で
も
そ 

れ
を
取
り
除
く
。

こ
れ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン 

空
爆
で
あ
り
、
イ
ラ
ク
戦
争
で
あ
っ
た
。
 

た
と
え
イ
ラ
ク
戦
争
の
直
接
の
理
由
が
ア 

メ
リ
カ
の
「
恐
れ
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
戦 

争
に
は
大
義
が
必
要
で
あ
る
。
「9

・n
」 

以
降
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
演
説
で
は
、

こ 

の

大

義(
c
a
u
s
e
)

と
い
う
言
葉
が
繰
り
返

し
語
ら
れ
て
い
る
。
大
量
破
壊
兵
器
が
未
だ 

に
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
イ
ラ
ク
戦 

争
の
大
義
が
揺
ら
い
で
い
る
と
い
う
批
判
が 

な
さ
れ
て
い
る
が
、
「9
•
U

」

以
降
、

ア 

メ
リ
カ
の
戦
い
の
大
義
は
終
始
一
貫
し
て
変 

わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
自
由
を
守
り
、
自 

由
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に 

と

っ

て

「9

・
11
」
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
攻 

撃
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
由
を
中
心
的
価
値 

と

す

る

「文
明
」

へ
の
攻
撃
で
あ
っ
た
。
 

実
は
こ
の
イ
ラ
ク
戦
争
の
大
義
は
、

ア 

メ
リ
カ
建
国
の
大
義
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
を 

ア
メ
リ
カ
た
ら
し
め
て
い
る
根
本
理
念
で
あ 

る
。
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
ア
メ
リ 

カ
は
、

一
七
七
六
年
に
「独
立
宣
言
」
を
発 

表
し
、
建
国
の
大
義
を
内
外
に
明
ら
か
に
し 

た
。
そ

の

理

念
と

は

「自

由
•

平

等•

幸
福 

の
追
求
」
と
い
う
啓
蒙
主
義
思
想
の
根
本
理 

念
、
す
な
わ
ち
基
本
的
人
権
の
実
現
で
あ
っ 

た
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
「独
立
宣
一
言
」 

は

「す
べ
て
の
人
間
は
神
に
よ
っ
て
平
等
に 

造
ら
れ
、

一
定
の
譲
り
渡
す
こ
と
の
で
き
な 

い
権
利
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
権
利
の 

な
か
に
は
生
命
、
自
由
、
幸
福
の
追
求
が
含 

ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
基
本
的
人 

権

を

「神
か
ら
与
え
ら
れ
た
」
も
の
と
し
て 

記
述
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、

SOUSEI 2003.8



特集アメリカにおける原理主義

そ
れ
が
当
時
の
ア
メ
リ
カ
国
民
に
と
っ
て
自 

然
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ

の

「自
然
で 

あ
る
」
と
い
う
情
況
は
、
今
日
に
お
い
て
も 

変
わ
っ
て
い
な
い
。

♦

政
治
と
宗
教

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、

ユ
ダ 

ヤ
教
、
ギ
リ
シ
ア
正
教
、
モ
ル
モ
ン
教
と
い 

う

「
ユ
ダ
ヤ•

キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
」

の
宗 

教
を
信
じ
て
い
る
人
び
と
、言
い
換
え
れ
ば
、
 

聖

書

の

「神
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き 

る
人
び
と
は
、
全
人
口
の
約

90%
で
あ
る
。
 

ア
メ
リ
カ
が
全
人
類
に
と
っ
て
の
普
遍
的
で 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
価
値
で
あ
る
と
考
え
て
い
る 

「
自
由
」
を
守
り
、
自
由
を
中
東
に
お
い
て 

も
実
現
し
て
い
く
こ
と
。

こ
れ
が
ア
メ
リ
カ 

に

対

し

て

「神
」
が
与
え
て
い
る
使
命
で
あ 

る
と
い
う
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
主
張
は
、
ア 

メ
リ
カ
国
民
の
約7
割
の
人
び
と
に
よ
っ
て 

支
持
さ
れ
て
い
る
。

「福
音
派
」
と
呼
ば
れ
る
保
守
的
キ
リ
ス 

ト
教
徒
の
人
口
比
は
約

40%
。
保
守
的
な
宗 

教
的
価
値
観
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
た
め 

に
、
積
極
的
に
政
治
に
関
わ
る
「宗
教
右
派
」 

(

キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
者)

は
約

18%
で 

あ
る
。
日
本
に
お
け
る
創
価
学
会
員
の
約2 

倍
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
政
治
的 

影
響
力
の
大
き
さ
は
十
分
に
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
イ
ラ
ク
攻 

撃
を
支
持
す
る
人
び
と
が
約

70%
で
あ
る
と 

い
う
現
実
は
、
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
者
の 

主
張
で
は
な
く
、
「
自
由
を
実
現
す
る
と
い 

う
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
使
命
」
と
い
う
ア
メ 

リ
カ
建
国
の
理
念
が
、
イ
ラ
ク
戦
争
と
の
関 

係
で
改
め
て
ア
メ
リ
カ
国
民
の
心
を
と
ら
え 

て
い
る
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

森 

孝

一
(

も

り

こ

う

い

ち) 

同
志
社
大
学 

神
学
部•

神
学
研
究
科 

教
授 

T
h
•
D

•
(

神
学
博
士)

1
9
 4 6
年
生
ま
れ
。

1
9
6
9
年 

同
志
社
大
学
神
学
部
卒

1
9
了7
年 

GraduateTheo-ogica-Un-On

 (

神 

学
大
学
院
連
合)

博
士
課
程
修
了 

著

書

『
宗
教
か
ら
よ
む
「
ア
メ
リ
カ
」
』(

講
談
社 

選
書
メ
チ
ェ)

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
宗
教
の
自
己
矛
盾

イ
ラ
ク
侵
略
戦
争
を
正
当
化
す
る
原
理 

絶
対
主
義
者
の
報
道
に
は
驚
い
た
。

二
〇 

〇
二
年
十
一
月
二
十
四
日
に
、
テ
キ
サ
ス
州 

南
部
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に 

集
ま
っ
て
い
た6
0
0
0
大
の
右
派
の
キ
リ 

ス
ト

者

た
ち

は

「
イ
ス
ラ
エ
ル
を
た
た
え
る 

夜
」
を
す
ご
し
、
熱
烈
に
イ
ラ
ク
戦
争
を
す

す
め
、
愛
国
心
を
あ
お
る
説
教
に
聞
き
入
っ 

て
い
た
。

宗
教
的
な
動
機
付
け
で
テ
ロ
活
動
を
正
当 

化
し
よ
う
と
す
る
者
も
い
れ
ば
、
テ
ロ
と
の 

戦
い
を
錦
の
御
旗
に
す
る
ネ
オ
コ
ン(

新
・ 

保
守
派) 

も
宗
教
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
。
 

両
者
と
も
本
来
の
宗
教
か
ら
逸
脱
し
た
も
の 

だ
。

ユ
ダ
ヤ
教
も
キ
リ
ス
ト
教
も
イ
ス
ラ
ム

教
も
決
し
て
神
の
名
に
よ
っ
て
ヒ
ト
の
命
を 

お
粗
末
に
す
る
暴
力
を
認
め
る
わ
け
に
は
い 

か
な
い
。

♦

十
字
軍
の
過
ち

し
か
し
、
宗
教
の
名
に
お
い
て
似
た
よ
う 

な
過
ち
は
過
去
に
も
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
で 

も
誤
っ
た
熱
心
に
よ
っ
て
侵
略
戦
争
に
踏
み 

切
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。9

・u
の
惨 

事
を
境
に
、
大
統
領
は
演
説
の
中
で
聖
書
を 

引
用
し
な
が
ら
善
玉
悪
玉
を
割
り
切
っ
て
指 

摘
し
、
テ
ロ
と
の
闘
い
を
ク
ル
セ
ー
ド(

十 

字
軍
的
な
戦
闘)

で

あ

る
と

発

言(

失
言)

SOUSEI 2003.87



8

し
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
は
じ
め
、
世
界
中
の 

宗
教
者
の
反
発
を
買
っ
た
。

し
か
し
、
宗
教
史
に
は
悲
し
い
暗
黒
面
が 

あ
る
。
神
が
命
じ
た
戦
争
だ
と
考
え
、
エ
ル
サ 

レ
ム
を
解
放
す
る
こ
と
を
口
実
に
し
て
キ
リ 

ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム
と
の
戦
い
が
あ
っ
た
の 

で
あ
る
。
宗
教
と
矛
盾
す
る
こ
の
よ
う
な
こ 

と
は
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
し
た
い
。
こ 

の
点
で
、
新
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
門
出
に
教
皇
ヨ 

ハ
ネ•

パ
ウ
ロ2
世
が
行
っ
た
謝
罪
は
た
い

へ
ん
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

♦

原
理
絶
対
主
義
の
特
徴

米
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
で
二
十
世 

紀
の
初
め
ご
ろ
フ
ア
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の 

運
動
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
自
由
主
義
的
で 

世
俗
的
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
た
北
部•

東
部
の 

神
学
校
に
対
し
て
生
ま
れ
た
南
部•

中
西
部 

の
保
守
的
な
抵
抗
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
運
動 

は
反
近
代
主
義
的
で
、
聖
書
の
字
義
通
り
の 

解
釈
に
固
執
し
、
多
様
性
や
他
宗
教
と
の
対 

話
な
ど
を
拒
否
し
た
。
12
冊
か
ら
な
る
『真
理 

へ
の
証
言
』
と
い
う
本
が
無
料
で3 0 0
万 

部
配
布
さ
れ
た
。
新
聞
で
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ 

リ
ス
ト
の
バ
ト
ル•

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
」
と
言
わ
れ 

た

20
年
代
に
、
米
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一 

部
は
こ
の
論
争
を
め
ぐ
っ
て
二
派
に
分
裂
し 

て
い
た
。
こ
の
運
動
が
下
火
に
な
っ
た
後
に 

も
、
そ
の
影
響
は
続
き
、
最
近
の
ネ
オ•

コ
ン 

の
背
景
に
強
く
表
れ
て
い
る
。

当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、
近
代 

化
に
対
す
る
反
動
が
あ
っ
た
が
、

一
九
四
三 

年
に
教
皇
庁
で
著
さ
れ
た
『
聖
書
研
究
に
関 

す
る
指
針
』
に
お
い
て
歴
史
批
判
的
な
解
釈 

が
認
め
ら
れ
、

一
九
五
〇
年
に
同
教
皇
ピ
オ 

12
世
が
著
し
た
回
勅
に
お
い
て
進
化
論
は
聖 

書
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
 

米
国
の
フ
ア
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
圧
力

に
よ
っ
て
、
幾
つ
か
の
州
で
は
公
立
学 

校
で
進
化
論
を
教
え
る
こ
と
を
禁
じ
る 

法
律
が
定
め
ら
れ
た
。

一
九
二
五
年
に 

テ
ネ
シ
ー
州
で
進
化
論
を
教
え
て
い
た 

教
師
が
告
訴
さ
れ
、
有
罪
と
な
っ
た
が
、
 

こ
の
判
決
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
多 

く
の
批
判
を
浴
び
た
。

♦

大
義
の
乱
用

宗

教

的

な

「熱
狂
心
」(

f
a
n
a
t
i
s
m
)  

に
よ
っ
て
、
自
分
と
は
違
う
者
に
対 

し
て
排
他
的
な
態
度
を
取
る
こ
と
が
あ 

る
。
真
理
の
う
ち
に
身
を
置
き
、
真
理 

を
支
配
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
自
覚
す 

る
真
の
信
仰
は
、
表
現
の
多
様
性
を
認

SOUSEI 2003.8

め
て
い
る
は
ず
あ
る
。

教
皇
ヨ
ハ
ネ•

パ
ウ
ロ 2
世

は

「神
の
名 

に
よ
っ
て
殺
す
べ
き
で
は
な
い
」
…

「
暴
力 

の
連
鎖
を
避
け
、
報
復
に
流
さ
れ
な
い
よ
う 

に
」
…

「
ゆ
る
し
あ
い
な
し
に
正
義
も
成
り 

立
た
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。(

平
和
の
メ
ツ 

セ
—
ジ
、

二
〇
〇
二•

一
 
•

一)

。

最

近

の

米

国

大

統

領

の

演

説

は

「
神
が 

国
を
祝
福
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
言
葉
で
締 

め
く
く
ら
れ
る
こ
と
に
「う
ん
ざ
り
し
て
い 

る
」
と
述
べ
た
の
は
ベ
ル
ギ
ー
の
ダ
ネ
ー
ル 

ス

(
D
a
n
e
e
s
)

枢
機
卿
で
あ
る
。
 

♦

諸
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
台
頭

一

九

九

一

年

に

『
神
の
復
讐
—

キ
リ
ス 

ト
教
、

ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
お
け
る 

世
界
征
服
』
と
い
う
本
が
フ
ラ
ン
ス
で
ベ
ス 

ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
著

者

ケ

ペ

ル(G
・ 

K
e
p
p
)

 

に
よ
っ
て
イ
ラ
ン
の
ホ
メ
イ
ニ
や 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
シ
オ
ニ
ズ
ム
や
米
国
の
モ 

ラ

ル•

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー(

多
数
派
の
道
徳 

運
動)

や
イ
タ
リ
ー
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
コ
ム 

ニ

ョ

ネ•

エ•

リ

ベ

ラ

ジ

オ

ネ(

「
一
致
と 

解
放
」)

な
ど
は
現
代
の
フ
ア
ン
ダ
メ
ン
タ 

リ
ス
ト
の
台
頭
だ
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
中 

東
や
ス
ー
ダ
ン
や
ア
ル
ジ
エ
リ
ア
に
お
け
る



特集アメリカにおける原理主義

戦
闘
的
な
イ
ス
ラ
ム
の
一
部
と
か
、
イ
ン
ド 

に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ウ
ー•

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム 

や
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ボ
ス
ニ
ア
な
ど
に
お 

い
て
も
熱
狂
的
な
宗
教
性
が
政
治
的
な
狙
い 

と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
も
周
知
の
と
お
り 

で
あ
る
。

最
近
『文
明
の
衝
突
』
の
著
者
ハ
ン
チ
ン
ト 

ン
は
宗
教
に
よ
る
衝
突
が
避
け
ら
れ
な
い
と 

い
う
見
解
を
も
ち
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
諮 

問
機
関
に
影
響
が
強
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
 

本
来
な
ら
ば
、

ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
キ
リ
ス
ト 

教
徒
、
イ
ス
ラ
ム
教
は
古
代
か
ら
和
解
の
伝 

統
を
う
け
つ
い
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ア
ブ 

ラ
ハ
ム
な
ど
の
物
語
を
思
い
浮
か
べ
る
ま
で 

も
な
く
、
砂
漠
を
彷
徨
う
中
東
の
農
牧
民
族 

の
間
で
も
て
な
し
の
心
が
大
切
に
さ
れ
て
い 

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

「
敵
の
た
め
に
祈
れ
」
と
す
す
め
た
イ
エ 

ス
は
処
刑
さ
れ
る
前
夜
、
力
で
自
分
を
守
る 

こ
と
を
断
り
、
「
剣
を
さ
や
に
も
ど
し
な
さ 

い
。
剣
を
取
る
者
は
み
な
、
剣
で
滅
び
る
」 

と
弟
子
に
言
わ
れ
た
。

♦

諸
宗
教
協
力
の
時
代

世
界
宗
教
者
平
和
会
議(

W
C
P
R
)

執
行 

委
員
会
は9 •
11
の
テ
ロ
の
出
来
事
と
そ
の 

後
の
報
復
の
風
潮
を
受
け
て
「世
界
各
国
か 

ら
集
ま
っ
た
諸
宗
教
指
導
者
と
と
も
に
、
テ

ロ
と
暴
力
に
反
対
し
、
正
義
に
基
づ
く
平
和 

を
構
築
す
る
」

こ
と
を
目
指
し
て
二
〇
〇
一 

年
十
月
二
十
四
日
に
声
明
文
を
著
し
た
。
そ 

の
中
で
寛
容
を
う
っ
た
え
、
宗
教
者
に
よ
る 

ま
た
は
宗
教
に
お
け
る
過
去
の
不
寛
容
も
反 

省
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
、
第
ニ
ヴ
ァ
チ
カ
ン 

公

会

議
(

一
九
六
二
—
六
五)

に
お
い
て
過 

去
の
反
省
が
行
わ
れ
、
イ
エ
ス
の
福
音
に
基 

づ
い
た
信
教
の
自
由
、
諸
宗
教
の
対
話
、
現 

代
世
界
と
の
積
極
的
な
関
わ
り
、
諸
文
化
の 

出
会
い
な
ど
が
大
切
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ 

た
の
で
あ
る
。

♦

政
教
分
離
の
位
置
づ
け

過
去
の
宗
教
戦
争
を
繰
り
返
し
た
く
な 

い
。
そ
し
て
、
世
俗
権
力
に
よ
る
宗
教
の
利 

用
も
、
宗
教
に
よ
る
政
権
へ
の
余
計
な
介
入 

も
当
然
さ
け
た
い
の
で
、
政
教
分
離
の
原
則 

を
大
切
に
し
た
い
。
し
か
し
、

フ
ァ
ン
ダ
メ 

ン
タ
リ
ズ
ム
を
避
け
よ
う
と
す
る
と
き
、
逆 

の
極
端
、
即
ち
宗
教
の
孤
立
し
た
個
大
主
義 

に
陥
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

米
国
の
イ
エ
ズ
ス
会
員
で
、
社
会
倫
理
の 

分
野
で
現
在
最
も
権
威
の
あ
る
方
の
一
人
は 

D 
•

ホ
レ
ン
バ
ッ
ハ 

(
H
o
l
l
e
n
b
a
c
h
)

 

で
あ 

る
が
、
去

年

著

し

た

『社
会
共
通
善
と
キ
リ 

ス
ト
教
倫
理
』

の
中
で
こ
の
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
。

彼
に
言
わ
せ
れ
ば
、
多
様
性
の
あ
る
社
会 

の
中
で
、
各
人
の
特
異
性
を
生
か
し
な
が
ら 

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
更
に
社
会
全
体
の
共
通
善
を 

求
め
る
に
当
た
っ
て
諸
宗
教
が
果
た
す
べ
き 

役
割
が
あ
る
。

い

わ

ゆ

る

「相
互
不
干
渉
の 

寛
容
」
と
い
う
美
名
の
下
に
宗
教
を
私
的
生 

活
の
領
域
に
閉
じ
こ
め
て
は
な
ら
な
い
。
む 

し
ろ
、
ガ
ン
ジ
ー
、
マ
ー
テ
ィ
ン•

ル
ー
サ
ー• 

キ
ン
グ
牧
師
、
南
ア
フ
リ
カ
の
デ
ズ
モ
ン
ド
・
 

ト
ウ
ト
ウ
司
教
、

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
ロ
メ

ロ
司
教
た
ち
の
よ
う
に
信
仰
に
支
え
ら
れ
た 

大
々
は
、
大
権
尊
重
の
た
め
に
多
大
な
功
績 

を
残
し
た
。
彼
ら
は
決
し
て
フ
ア
ン
ダ
メ
ン 

タ
リ
ス
ト
で
も
な
か
っ
た
し
、
か
と
い
っ
て 

社
会
正
義
に
対
し
て
無
関
心
で
も
な
か
っ
た 

の
で
あ
る
。

J
u
a
n

 m
a
s
i
a

 
(

ホ
ア
ン 

マ
シ
ア) 

上
智
大
学
神
学
部
教
授(
倫
理
神
学) 

1
9
4
1
年
に
ス
ヘ
イ
ン
で
生
ま
れ
る
。
 

1
9
6
6
年

来

日
 

1
9
 7 5
年 

マ
ド
リ
ッ
ド
の
コ
ミ
リ
ア
ス
大
学
で 

哲
学
博
士
号
取
得 

現
在
上
智
大
学
生
命
科
学
研
究
所
教
授(

生
命
倫 

里)

を
兼
任 

著

書

『
真
理
の
探
求
』(

あ
か
し
書
房) 

『
解
放
の
神
学
』(

南
総
社)

な
ど

現
代
社
会
は
宗
教
教
育
を
必
要
と
し
て
い
る
か
？

国

学

院

大

学

教

授

井

上

順

孝
-

♦

宗
教
教
育
に
関
す
る
動
き

宗
教
教
育
に
関
す
る
議
論
は
、

一
九
九
五 

年
の
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン 

事
件
以
後
、
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に 

な
っ
た
。
そ
し
て
中
央
教
育
審
議
会(

中
教 

審)

が
教
育
基
本
法
の
見
直
し
を
行
っ
て
い 

る
の
に
伴
い
、
さ
ら
に
広
い
範
囲
で
意
見
が

交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
印
象
が 

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
に
内 

閣
総
理
大
臣
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
教
育
改 

革
国
民
会
議
が
、
同
年
十
二
月
の
報
告
書
で
、
 

「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法 

を
」
と
い
う
提
案
を
し
た
。
そ
の
中
で
は
「伝 

統
•

文
化
な
ど
次
代
に
継
承
す
べ
き
も
の
の
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尊
重
、
発
展
」
を
含
む
三
つ
の
観
点
が
示
さ 

れ
て
い
た
。
中
教
審
は
、

こ
れ
を
受
け
て
教 

育
基
本
法
の
第
九
条
の
「宗
教
教
育
」

の
見 

直
し
を
含
め
た
基
本
法
全
般
に
つ
い
て
の
議 

論
を
行
っ
た
。

♦

宗
教
教
育
の
必
要
性

こ
の
よ
う
な
動
き
を
い
く
ぶ
ん
意
識
す
る 

形
で
、

こ
こ
一
、
二
年
を
見
て
も
、
さ
ま
ざ 

ま
な
団
体
、
学
会
等
が
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の 

テ
ー
マ
に
宗
教
教
育
に
関
す
る
問
題
を
と
り 

あ
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

二
〇
〇
一
年
十

月
に
は
、
同
志
社
大
学
神
学
部
が
、

「
『
心
の

教
育
』

の
可
能
性
を
問
う
一
公
教
育
に
お
け 

る
宗
教
教
育
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を 

開
催
し
た
。

二
〇
〇
二
年
六
月
に
は
、
「
宗 

教
と
社
会
」
学
会
学
術
大
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ 

ッ
プ
で
、
「
宗
教
教
育
の
日
韓
比
較
—

公
教 

育
に
お
い
て
〃
宗
教
〃
を
ど
う
扱
う
か
」
と 

い
う
議
論
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
年
三
月 

に
は
、
W)
日
本
宗
教
者
連
盟
が
「
い
ま
、
〃
宗 

教
教
育"

を
考
え
る
一
教
育
基
本
法
第9
条 

の
理
念
と
現
状
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
宗
教
教
育
を
真
剣
に
考
え

る
べ
き
と
き
が
来
て
い
る
と
い
う
認 

識
は
高
ま
っ
て
は
い
る
。
だ
が
具
体
的 

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
着
手
す
れ
ば
い 

い
の
か
と
な
る
と
、
見
通
し
は
き
わ
め 

て
漠
と
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な 

い
。
そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
 

現
実
が
十
分
踏
ま
え
ら
れ
て
い
な
い 

と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
の
若 

い
世
代
の
行
動
に
憂
い
を
抱
く
大
は
多 

い
。
と
く
に
道
徳
や
倫
理
規
範
の
弱
化
、
 

と
く
に
公
共
心
の
低
下
は
か
な
り
深
刻 

で
あ
る
。

♦

現
状
に
お
け
る
問
題
点

し
か
し
、
そ
う
し
た
問
題
点
を
宗
教 

教
育
の
導
入
、
あ
る
い
は
教
育
基
本
法

の
改
正
の
み
で
解
決
し
て
い
け
る
か
と 

い
う
と
、
お
そ
ら
く
無
理
で
あ
ろ
う
。 

道
徳
や
倫
理
規
範
を
教
え
て
い
く
上 

で
、
親
や
教
師
の
影
響
力
が
な
ぜ
衰
え 

た
の
か
。

こ
の
点
を
真
剣
に
考
え
る
た 

め
に
は
、
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
、
 

現
実
社
会
の
仕
組
み
を
よ
り
的
確
に
把 

握
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
 

多
く
の
議
論
は
こ
の
作
業
を
怠
っ
て
い 

る
と
し
か
思
え
な
い
。
宗
教
教
育
を
論 

じ
る
仏
教
界
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。 

仮
に
今
の
学
校
教
育
に
お
い
て
伝
統 

的
な
道
徳
を
教
え
る
な
ど
、
宗
教
教
育 

を
導
入
し
た
ら
、
事
態
が
改
善
す
る
と

い
う
な
ら
、
か
な
り
自
由
に
宗
派
教
育 

を
行
え
る
宗
教
系
の
学
校
が
、
す
で
に
そ
の 

効
果
を
あ
げ
て
い
な
け
れ
ば
説
得
性
が
薄
れ 

る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
仏
教
系
の
学
校 

に
話
を
限
っ
て
も
、
現
状
で
は
そ
の
よ
う
に 

は
評
価
し
難
い
。

宗
教
系
の
中
学
、
高
校
に
お
け
る
宗
教
教 

育
の
実
態
調
査
を
十
年
以
上
行
っ
た
結
果
見 

え
て
き
た
の
は
、
教
師
の
影
響
力
の
乏
し
さ 

で
あ
る
。
宗
教
の
知
識
教
育
に
お
い
て
さ
え
、
 

も
は
や
教
師
は
生
徒
に
対
し
て
優
位
と
は
限 

ら
な
い
。

こ
の
情
報
時
代
に
、
そ
の
気
に
な 

れ
ば
、
生
徒
は
新
し
い
ツ
ー
ル
を
手
に
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
入
手
で
き
る
。
実
は
大
学
で 

も
、
宗
教
学
が
専
門
の
教
員
が
た
じ
ろ
ぐ
ほ 

ど
の
情
報
を
集
め
て
い
る
学
生
が
い
る
。
と 

り
わ
け
現
代
宗
教
に
関
す
る
知
識
に
関
し
て 

は
、
そ
う
し
た
傾
向
が
強
い
。

ま
た
、
宗
教
の
情
操
教
育
は
教
師
の
資
質 

に
大
き
く
依
存
す
る
か
ら
、
教
師
が
ど
の
よ 

う
な
大
間
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
は
、
ま
っ
た 

く
の
逆
効
果
と
な
り
か
ね
な
い
。
情
操
教
育 

が
影
響
を
与
え
う
る
の
は
、
教
え
る
側
に
生 

徒
た
ち
が
な
る
ほ
ど
と
思
う
理
念
と
実
践
の 

双
方
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
と
き
に
限
る
。
そ
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し
て
そ
の
よ
う
な
教
師
は
少
な
い
。
 

宗
教
系
の
学
校
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
現 

状
が
見
え
て
く
る
と
き
に
、
公
立
の
学
校
で 

ど
ん
な
宗
教
教
育
が
可
能
で
あ
る
の
だ
ろ
う 

か
。
そ
こ
で
は
宗
派
教
育
は
で
き
な
い
な
ど 

の
制
約
が
あ
る
。
そ
れ
に
、
社

会

は

「宗
教 

教
育
」
を
さ
ほ
ど
必
要
と
し
て
は
い
な
い
。
 

む
ろ
ん
生
徒
自
身
も
必
要
性
を
感
じ
て
い
な 

い
。
大
多
数
は
む
し
ろ
宗
教
教
育
な
ど
嫌
が 

る
で
あ
ろ
う
。

一
九
九
〇
年
代
末
に
行
っ
た 

数
千
名
の
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見 

て
も
、
宗
教
家
の
話
を
聞
く
よ
り
は
福
祉
な 

ど
で
活
動
し
て
い
る
人
の
話
を
聞
き
た
い
と

い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
宗
教 

系
の
学
校
で
も
大
き
な
違
い
は
な
い
。
 

こ
こ
で
、
教
育
基
本
法
の
第
九
条(

宗
教 

教
育)

を
確
認
し
て
お
こ
う
。

「宗
教
に
関
す
る
寛
容
の
態
度
及
び
宗
教 

の
社
会
生
活
に
お
け
る
地
位
は
、
教
育
上
こ 

れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校 

は
、
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
そ
の 

他
宗
教
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
」 

「
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
」
は 

い
わ
ゆ
る
宗
派
教
育
と
解
釈
す
る
の
が
、
学 

界
で
は
一
般
的
だ
が
、

こ
れ
が
宗
教
教
育
一

般
と
と
ら
え
ら
れ
が
ち
な
の
が
現
状
で 

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ

こ

を

「特
定 

の
宗
教
の
た
め
の
宗
派
教
育
」
と
い
う 

ふ
う
に
変
え
れ
ば
、
よ
り
趣
旨
が
明
確 

と
な
る
が
、
も
と
も
と
の
条
項
に
は
そ 

う
問
題
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
問 

題
が
あ
る
の
は
現
実
の
教
育
条
件
で
あ 

る
。
宗
教
に
つ
い
て
適
切
に
教
え
ら
れ 

る
教
師
が
極
端
に
少
な
い
。
生
徒
た
ち 

に
必
要
な
情
報
は
な
に
か
を
真
剣
に
考 

え
る
人
が
少
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
で 

あ
る
。

♦

今
後
の
宗
教
教
育
を
ど
う
す
べ
き
か 

宗
教
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
、

二
十
一
世
紀
に
お
い
て
必
要
な
こ
と 

は
、
自
分
た
ち
の
伝
統
的
宗
教
文
化
を 

学
ぶ
と
と
も
に
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な 

宗
教
文
化
を
知
り
、
視
点
が
広
く
、
感 

性
の
豊
か
な
人
間
を
育
て
る
こ
と
で
あ 

る
。

こ
れ
以
上
の
目
標
、
た
と
え
ば
宗 

教
的
情
操
の
涵
養
と
か
、
伝
統
文
化
の 

尊
重
と
い
う
よ
う
な
目
標
は
掲
げ
た
と 

し
て
も
実
現
が
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
は 

上
に
示
し
た
現
状
か
ら
し
て
容
易
に
導 

か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
教
と 

い
う
こ
と
に
あ
ま
り
関
心
を
抱
い
て
い 

な
い
多
く
の
親
た
ち
か
ら
の
警
戒
感
を

招
く
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
の
世
界
に
必
要
と
さ
れ
る
知
的 

な
洗
練
を
ま
ず
は
心
が
け
れ
ば
い
い
。

つ
ま 

り
、
日
本
大
は
伝
統
的
に
ど
の
よ
う
な
価
値 

観
を
育
て
て
き
た
か
、
世
界
に
は
ど
の
よ
う 

な
価
値
観
が
あ
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
文 

化
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
勧
め
、
 

ど
の
よ
う
な
行
動
を
嫌
っ
て
き
た
か
。

そ 

う
し
た
こ
と
を
具
体
的
事
例
を
通
し
て
学
ぶ 

こ
と
、
そ
う
し
た
学
び
を
し
や
す
く
す
る
こ 

と
。
そ
れ
が
第
一
歩
で
あ
る
。
日
本
社
会
に 

宗
教
不
信
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
切
実
な 

問
題
と
認
識
せ
ず
、
非
現
実
的
な
宗
教
教
育 

論
を
展
開
す
る
仏
教
関
係
者
も
ま
ま
見
受
け

ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
話
は
一
歩
も
進
展
し 

な
い
。
宗
教
文
化
は
人
間
社
会
に
と
っ
て
重 

要

な

「資
源
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解 

さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
う
し
た
発
想
法
が
社 

会
に
あ
る
程
度
浸
透
し
た
と
き
、
次
の
ス
テ 

ッ
プ
が
自
ず
と
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

井

上

順

孝(

い
の
う
え
の
ぶ
た
か) 

国
学
院
大
学 

神
道
文
化
学
部 

教
授

博
士 
(

宗
教
学)

1
9
 4
8
年
生
ま
れ
。

1
9
7
1
年 

東
京
大
学
文
学
部
卒

1
9
7
4
年 

東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
中
退 

現
在
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
教
授
を
兼
任 

著

書

に

『
図

解

雑

学

宗

教

』
ナ
ツ
メ
社
、
『
若
者 

と
現
代
宗
教
』
ち
く
ま
新
、
『
宗
教
社
会
学
の
す
す
め
』 

丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ1

他
、
多
数
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ことばについて考える
_________________ __ ニ二/miMii111

前
号
で
は
イ
ス
ラ
ム
世
界
と
は
ど
の
よ
う 

な
世
界
な
の
か
を
概
観
し
て
み
ま
し
た
。
 

今

回

は

「
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
」
と
い
う 

こ
と
ば
を
捉
え
て
西
洋
近
代
国
家
の
価
値
観 

に
慣
れ
て
い
る
我
々
が
イ
ス
ラ
ム
に
つ
い
て 

持
っ
て
い
る
先
入
観
に
つ
い
て
考
察
し
て
み 

ま
す
。

イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
と
い
う
こ
と
ば 

最
近
は
日
本
で
も
、

イ
ス
ラ
ム
原
理
主 

義
、
あ
る
い
は
イ
ス
ラ
ム•

フ
ア
ン
ダ
メ
ン 

タ
リ
ズ
ム
と
い
う
こ
と
ば
を
、
頻
繁
に
耳
に 

し
ま
す
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
宗
教
を
専 

門
と
す
る
研
究
者
は
、

こ
の
よ
う
な
名
称
を 

あ
ま
り
使
い
ま
せ
ん
。
な

ぜ

な

ら

「原
理
主 

義
」
と
い
う
の
は
、
元
来
、
キ
リ
ス
ト
教
の 

な
か
の
特
定
の
動
き
を
指
す
名
称
で 

あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
に
そ
れ
を
使
う
こ 

と
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
キ
リ
ス
ト 

教
の
原
理
主
義
と
ま
っ
た
く
同
じ
運 

動
が
イ
ス
ラ
ム
の
中
に
も
あ
る
か
の 

よ
う
な
誤
解
に
つ
な
が
る
と
い
う
の 

が
一
つ
の
理
由
で
す
。
も
う
一
つ
の 

理
由
は
、
報
道
の
な
か
で
繰
り
返
し 

使
わ
れ
る
う
ち
に
、

こ
れ
ら
の
こ
と 

ば
が
手
垢
に
ま
み
れ
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ 

な
評
価
を
負
っ
た
名
称
と
な
っ
て
し 

ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
報
道 

で
は
、
人
間
が
傷
つ
い
た
り
殺
さ
れ 

た
り
す
る
場
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
、
 

そ
の
よ
う
な
場
と
の
つ
な
が
り
の
な 

か
で
報
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
イ 

ス
ラ
ム
原
理
主
義
、
あ
る
い
は
フ
ア 

ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
暴
力
的
な
動

き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
誤
っ
た
連
想
が
成 

立
し
て
い
ま
す
。

イ 

ス 

ラ 

ム 

主 

親 

イ
ス
ラ
ム
の
名
に
お
い
て
自
国
の
政
権
を 

批
判
し
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
を
頂
点
と
す
る
国 

際
秩
序
に
抗
議
の
意
を
表
明
す
る
人
々
は
た 

く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
現
状
を
批
判 

し
、
「
イ
ス
ラ
ム
的
」
秩
序
を
社
会
に
確
立 

す
る
こ
と
を
求
め
る
動
き
を
、
こ
こ
で
は
「
イ 

ス
ラ
ム
主
義
」
と
呼
ん
で
お
き
ま
し
よ
う
。
 

そ
の
な
か
に
は
暴
力
を
手
段
と
し
て
使
う
こ 

と
も
致
し
方
な
い
と
考
え
、
そ
の
通
り
に
実 

行
す
る
人
々
も
い
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
や
り 

方
を
一
切
否
定
し
、
言
論
を
唯
一
の
手
段
と 

す
る
人
々
も
大
勢
い
ま
す
。
手
段
に
お
け
る

見
解
の
多
様
性
は
、
他
の
政
治
的
な
理
想
を 

掲
げ
る
人
々
の
間
で
も
、
平
和
を
重
視
す
る 

人
も
い
れ
ば
、
暴
力
を
使
う
こ
と
を
是
と
す 

る
人
々
が
い
る
こ
と
見
れ
ば
、
そ
れ
が
決
し 

て
イ
ス
ラ
ム
に
特
殊
な
状
況
で
な
い
こ
と
は 

明
ら
か
で
し
ょ
う
。
戦
争
と
呼
ぼ
う
と
、
テ 

ロ
と
呼
ぼ
う
と
、
抵
抗
運
動
と
呼
ぼ
う
と
、
 

暴
力
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
に
し
て
も
、
他
の
宗
教
と
比
べ
て
も 

イ
ス
ラ
ム
は
突
出
し
て
、
政
治
的
な
問
題
に 

強
い
関
心
を
見
せ
る
宗
教
だ
と
い
う
印
象
が 

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
イ
ス
ラ
ム
に 

対
す
る
否
定
的
な
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
る 

と
い
う
側
面
は
否
め
ま
せ
ん
。
 

西
洋
型
近
代
国
家
XI
近
代
国
家9
： 

私
た
ち
日
本
人
の
多
く
は
、
政
教
分
離
原 

則
こ
そ
が
近
代
的
な
社
会
の
必
要
条
件
で
あ 

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
頭
に
は
、
 

政
教
分
離
原
則
に
基
づ
く
西
洋
型
近
代
国 

家
だ
け
が
近
代
的
国
家
で
あ
る
と
い
う
図
式 

が
頭
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
て
、
西
洋
的
で 

な
け
れ
ば
後
進
的
で
あ
る
と
考
え
る
傾
向
が 

あ
り
ま
す
。
し
か
し
よ
く
歴
史
を
振
り
返
る 

と
、
実
は
政
教
分
離
と
い
う
制
度
は
キ
リ
ス 

ト
教
世
界
が
そ
の
独
自
の
神
学
的
議
論
や
歴 

史
的
な
経
験
を
経
て
生
み
出
し
た
、
き
わ
め 

て
キ
リ
ス
ト
教
的
な
色
彩
を
持
っ
た
も
の
で 

あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
イ
ス
ラ 

ム
教
徒
は
、

こ
の
点
を
非
常
に
意
識
し
て
い 

ま
す
。

イ

ス

ラ

ム

に

お

け

る

政

教

一

致

次
に
重
要
な
の
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
間

12SOUSEI 2003.8



観彌を票談
イスラム原理主義という

で
は
、
政
治
と
宗
教
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
こ 

そ
が
正
し
い
と
い
う
考
え
方
が
根
強
い
と
い 

う
こ
と
で
す
。
言
い
換
え
る
と
、
神
の
命
ず 

る
正
義
を
こ
の
世
に
実
現
す
る
よ
う
な
政
治 

こ
そ
が
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
わ
け
で 

す
。

こ
の
背
後
に
は
、
政
教
分
離
原
則
を
生 

み
出
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
と
は
ま
っ
た 

く
正
反
対
の
イ
ス
ラ
ム
の
歴
史
的
背
景
が
あ 

り
ま
す
。

イ
エ
ス
は
、
政
治
的
に
は
成
功
し
ま
せ 

ん
で
し
た
。
少
な
く
と
も
、
彼
が
生
き
て
い 

る
間
に
は
、
彼
の
唱
え
た
理
想
の
実
現
を
試 

み
よ
う
と
す
る
よ
う
な
社
会
は
存
在
し
ま
せ 

ん
で
し
た
。
彼
は
、
十
字
架
に
磔
に
さ
れ
て 

こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
し
か
し
イ
ス
ラ
ム
の 

預
言
者
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
六
ニ
ニ
年

に
メ
デ
ィ
ナ
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
共
同
体
を 

作
り
上
げ
ま
す
。

こ
の
年
が
イ
ス
ラ
ム
暦
の 

元
年
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
偶
然
で
は
あ
り 

ま
せ
ん
。
共
同
体
の
成
立
に
よ
っ
て
、
イ
ス 

ラ
ム
は
本
当
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
理 

解
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
 

宗
教
的
に
も
政
治
的
に
も
指
導
者
に
な
り 

ま
す
。

こ
こ
に
、

い
ま
だ
小
規
模
な
が
ら
、
 

イ
ス
ラ
ム
の
理
想
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
社 

会
が
つ
い
に
誕
生
し
ま
し
た
。
七
世
紀
の
メ 

デ
ィ
ナ
に
存
在
し
た
こ
の
共
同
体
は
、
イ
ス 

ラ
ム
の
教
え
に
従
っ
た
理
想
社
会
で
あ
っ
た 

と
い
う
の
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
見
方
で
す
。 

宗
教
と
政
治
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
、

こ
れ 

は
ム
ハ
ン
マ
ド
が
実
際
に
行
っ
た
こ
と
で
し 

た
。
「
カ
エ
サ
ル
の
も
の
は
カ
エ
サ
ル
へ
」 

と
い
う
こ
と
ば
に
よ
っ
て
イ
エ
ス
が 

政
治
的
な
権
力
を
忌
避
し
た
と
い
う 

事
実
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
大 

き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
が
、
ム
ハ
ン 

マ
ド
が
メ
デ
ィ
ナ
に
イ
ス
ラ
ム
の
共 

同
体
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
事
実
は 

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
、
そ
れ
と 

同
じ
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
意 

味
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
良
い
社
会
を 

作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
と
き
、
イ
ス 

ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
、
モ
デ
ル
は
こ 

の
メ
デ
ィ
ナ
の
共
同
体
で
す
。
 

た
だ
し
、
七
世
紀
の
メ
デ
ィ
ナ
の 

共
同
体
を
理
想
と
し
て
掲
げ
る
か
ら 

と
い
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
後
ろ 

向
き
で
後
進
的
な
人
々
で
あ
る
と
考 

え
る
の
は
正
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

七
世
紀
の
メ
デ
ィ
ナ
の
共
同
体
を
モ

デ
ル
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
決
し
て
、
 

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
よ
う
と
い
う
の 

で
は
な
く
、
そ
れ
を
神
の
命
じ
た
正
義
を
掲 

げ
る
社
会
と
見
て
、
そ
の
精
神
や
理
念
を
継 

承
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
。
そ
れ
は
、
私
た 

ち
が
遠
い
未
来
に
理
想
社
会
を
思
い
描
き
、
 

そ
れ
に
近
づ
こ
う
と
一
歩
一
歩
努
力
す
る 

の
と
、
本
質
的
に
何
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ 

ん
。

文
•

八
木
久
美
子

大
阪
市
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
大
学
卒
業
。
東
京
大
学 

大
学
院
修
士
課
程
終
了
。
米
国
ハ1
バ1
ド
大
学
よ
り 

博

士

号(

宗
教
学)

。
現
在
、
東
京
外
国
語
大
学
外
国 

語
学
部
助
教
授
。
著

書

に

『
地
球
村
の
行
方
』(

共
著 

新
評
論
刊)

、
『
人
種
主
義
の
実
態
と
差
別
撤
廃
に
向 

け
た
取
り
組
み
』(

共
著 

現
代
人
又
社
刊)

な
ど
が 

あ
る
。

谷
口
法
衣
仏
具
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な
ら
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は
の
…
… 

技
の
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御
法
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品
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ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
の
禅

r
e
l
ig
i
o
n  

と s
p
i
r
t

 u
a
l
i
t
v

わ
た
し
が
こ
ち
ら
で
縁
の
で
き
た
ア
メ
リ 

力
人
禅
修
行
者
た
ち
は
、
み

ん

な

「家
族
の 

宗
教
」
と
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
か
ユ
ダ
ヤ
教 

を
背
景
と
し
て
育
っ
て
き
た
人
た
ち
で
す
。
 

も
ち
ろ
ん
禅
に
出
会
う
ま
で
の
そ
れ
ら
の
宗 

教
に
対
す

る
彼
ら

の
「信
仰
」

の
強
弱
に
は 

人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
 

だ

い

た

い

は

「
そ
れ
を
ど
う
し
て
も
信
じ
き 

る
こ
と
が
で
き
ず(

あ
る
い
は
は
じ
め
か
ら 

な
に
も
惹
か
れ
る
も
の
が
な
く)

、
し
か
し 

な
に
か
そ
れ
に
代
わ
る
宗
教
的
な
教
え
と
実

教
」
も
厳
密
に
言
え
ば
い
ろ
い
ろ
と
問
題
の 

あ
る
訳
語
で
は
あ
り
ま
す
が
…)

。
今
の
と 

こ
ろ
「霊
性
」
と
か
「精
神
性
」
と
訳
さ
れ
て
い 

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
わ
た
し
に
は
ど 

う
も
最
適
の
訳
語
だ
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
 

む
し
ろ
そ
の
ま
ま
使
っ
て
将
来
、
日
本
語
の 

語
彙
と
し
て
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
る
の
を 

待
つ
ほ
う
が
賢
明
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

(

前
号
ま
で
本
誌
に
連
載
を
さ
れ
て
い
た
正 

木
高
志
さ
ん
も
そ
の
題
に
『
環
境
問
題
の
ス 

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
視
座
』
と
そ
の
ま
ま
使
っ 

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
「
環
境
倫
理
の
源
泉
と 

な

る

精

神

性

」
に
つ
い
て
論
じ
た
氏
の
好

な
い
か
と
わ
た
し
は
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ 

は
単
な
る
言
葉
の
流
行
の
問
題
で
は
な
く
、
 

「
レ
リ
ジ
ョ
ン
」
で
は
な
い
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア 

リ
テ
ィ
」
と
い
う
独
自
の
生
の
次
元
が
人

 々

の
意
識
の
な
か
に
根
を
下
ろ
し
は
じ
め
て
い 

る
徴
候
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
わ
た
し
が
親
し 

く
し
て
い
る
大
学
の
宗
教
学
科
の
先
生
た
ち 

と
もr

el
ig
io
n  

v
s
・

 

s
p
i
r
i
t
u
a
l
i
t
y

と
い
う
問 

題
を
め
ぐ
っ
て
よ
く
議
論
を
す
る
こ
と
が
あ 

り
ま
す
。
ち
な
み
に
、W

H
O

 
(

世
界
保
健 

機
構)

の
「健
康
」
の
定
義
に
お
い
て
も
、

こ 

れ

ま

で

の

「身
体
的
、
精
神
的
、
お
よ
び
社 

会
的
に
完
全
な
幸
福
…
」
と
い
う
と
こ
ろ
に

SOUS日 2003.8

践
を
求
め
る
途
上
で
禅
に
出
会
っ
た
」
と
い 

う
人
た
ち
で
す
。
な
か
に
は
禅
の
お
か
げ
で

著
『
本
を
植
え
ま
し
ょ
う
』
で
は
「霊
性
」
、
「精 

神
性
」
、

「精
神
世
界
」
と
い
っ
た
表
現
を
さ

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
語
を
加
え
て
、
 

「身
体
的
精
神
的
社
会
的
か
つ
霊
的
に
完
全

教
で
あ
る
」
と
お
っ
し
や
っ
て
い
ま
す
。
老 

師
の
使
わ
れ
た
こ
の
「も
っ
と
も
洗
練
さ
れ

自
分
の
も
と
も
と
の
宗
教
を
見
直
す
眼
が
養 

わ
れ
結
局
そ
れ
に
も
ど
っ
て
い
っ
た
人
も
い 

ま
し
た
し
、
自
分
の
も
と
も
と
の
宗
教
を
保 

持
し
な
が
ら
同
時
に
熱
心
に
禅
を
学
ん
で
い 

る
人
も
い
ま
し
た
が
…
。

彼

ら

は

、r
e
l
i
g
i
o
n

と

い

う

言

葉

と
 

s
p
i
r
i
t
u
a
l
i
t
y

と
い
う
言
葉
を
使
い
分
け
て
そ 

の
へ
ん
の
事
情
を
こ
う
表
現
し
ま
す
。
「
わ 

た
し
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
教(

あ
る
い
は
ュ 

ダ
ヤ
教)

はr
e
l
i
g
i
o
n

だ
っ
た
が
禅
は
そ
う
で 

は
な
くs

p
i
r
i
t
u
a
l
i
t
y

な
の
だ
」
と
。r

e
l
i
g
i
o
n  

は
日
本
語
で
は
普
通
「宗
教
」
と
訳
さ
れ
て 

そ
れ
が
定
着
し
て
い
ま
す
が
、s

p
i
r
i
t
u
a
l
i
t
y  

に
つ
い
て
は
ま
だ
こ
な
れ
た
良
い
日
本
語
の 

訳
語
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す(

「宗

れ
て
い
ま
す
。)

い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
ら
の 

意
識
に
お
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
禅 

をr
e
l
i
g
i
o
n

と
よ
ぶ
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
り
、
 

そ
れ
に
代
わ
る
言
葉
と
し
てsp

ir
ru

al
it

y

と 

い
う
言
葉
が
選
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の 

よ
う
に
し
て
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
イ
」
と
い 

う

言

葉
(

概
念)

を
使
う
こ
と
で
英
語
圏
の 

人
々
は
人
生
に
お
け
る
宗
教
的
次
元•

宗
教 

的

諸

問

題(

人
生
の
究
極
的
意
味
、
苦
し
み 

や
罪
の
問
題
、
「
生
死
の
一
大
事
」
、
「自
分 

と
は
何
か
」
、
「宇
宙
と
自
己
の
関
係
」
、
「神 

」
な
ど)

を
い
ま
ま
で
よ
り
も
っ
と
広
く
豊
か 

な
文
脈
の
な
か
で
、
し
か
も
こ
れ
ま
で
よ
り 

も
は
る
か
に
の
び
の
び
と
思
索
し
語
り
実
践 

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
…
」
と
改
正
す
る
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る 

よ
う
で
す
。

宗
教
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の 

*
 

乖
離
現
象 

さ
て
、
故

内

山

興

正

老

師

は

「
人
間
が 

人

間

以

上

の

あ

る

権

威(

神
あ
る
い
は
神 

的
啓
示
、

そ
の
啓
示
を
受
け
た
神
の
代
理 

者
、
巫
師
な
ど)

の
言
葉
に
よ
っ
て
暗
示
に 

か
け
ら
れ
て
、
人
間
が
そ
の
権
威
に
絶
対
的 

に
従
順
に
な
る
関
係
を
宗
教
と
よ
ぶ
な
ら
禅 

は
宗
教
で
は
な
い
。
し

か
し

宗

教
が

『
も
っ 

と
も
洗
練
さ
れ
た
人
生
態
度
の
教
え
』(

宗 

H
生
き
る
上
で
も
っ
と
も
根
本
的
な
、
教H 

教
え)

と
い
う
意
味
な
ら
、
禅
は
純
粋
な
宗

た
人
生
態
度
」
と
い
う
表
現
を
お
借
り
す
る 

な
ら
、
彼
ら
の
言
う
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ 

と

は

「も
っ
と
も
洗
練
さ
れ
た
人
生
態
度
を 

学
ぶ
道
」

の
こ
と
で
あ
る
と
言
い
直
す
こ
と 

が
で
き
る
で
し
よ
う
。
彼
ら
に
と
っ
て
禅
は 

そ
う
い
う
も
の
と
し
て
不
思
議
な
魅
力
を
放 

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
自
分 

達
の
も
と
も
と
の
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教 

や
ユ
ダ
ヤ
教
は
も
は
や
そ
う
い
う
意
味
で
の 

「道
」
と
し
て
ア
ッ
ピ
ー
ル
し
て
こ
な
い(

と 

感
じ
ら
れ
て
い
る)

の
で
す
。
現
在
、
仏
教 

の
瞑
想
セ
ン
タ
ー
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
建 

物
が
、
か
つ
て
は
キ
リ
ス
ト
教
や
ユ
ダ
ヤ
教 

の
集
会
所
・
教
会•

僧
院
で
あ
っ
た
と
い
う 

事
例
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
そ
れ
も
こ
う



い
っ
た
か
な
り
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
の
内
面 

で
静
か
に
進
行
中
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
レ 

ヴ
ォ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン(

革
命)

の
具
体
的
現 

れ
と
し
て
理
解
で
き
る
で
し
よ
う
。
人
々
は 

こ
れ
ま
で
自
分
の
人
生
の
宗
教
的
側
面
を
独 

占
・
専
有
し
て
き
た
既
成
の
伝
統
的
宗
教
に 

背
を
向
け
、
そ
の
外
で
自
分
な
り
の
ス
ピ
リ 

チ
ュ
ア
ル
な
旅
を
始
め
て
い
る
の
で
は
な
い 

で
し
よ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
た
く
さ 

ん
の
間
違
い
や
混
乱
が
あ
る
の
で
す
が
…
。
 

こ

れ

と

同

じ

よ

う

な

「
宗
教
と
ス
ピ
リ 

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
乖
離
現
象
」
が
日
本
で
も 

起
こ
っ
て
い
な
い
で
し
よ
う
か
？
も
し
そ
う 

だ
と
し
た
ら
そ
こ
で
背
を
向
け
ら
れ
て
い
る 

「
既
成
の
伝
統
的
宗
教
」

の
代
表
と
は
他
で 

も
な
い
仏
教
な
の
で
す
。
本
誌
の
読
者
の
多 

く
は
仏
教
寺
院
を
運
営
し
て
い
る
か
、
ま
た 

は
そ
れ
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
方
た
ち
で
し 

よ
う
か
ら
、
わ
た
し
な
ど
よ
り
は
よ
ほ
ど
そ 

の
実
態
を
身
近
に
ご
存
知
で
し
ょ
う
。
わ
た 

し
が
時
々
日
本
に
帰
る
た
び
に
、
奇
妙
に
も 

い
つ
も
ど
こ
か
の
新
興
宗
教
団
体
が
世
間
で 

物
議
を
か
も
し
だ
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
ま 

す
が
、
そ
れ
は
意
識
的•

無
意
識
的
に
ス
ピ 

リ
チ
ュ
ア
ル
な
旅
を
始
め
た
人
た
ち
が
陥
っ 

て
い
る
混
乱
と
暴
走
の
症
候
だ
と
わ
た
し
に 

は
思
え
る
の
で
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を 

—

学
ぶ
き
っ
か
け
と
し
て
の
禅 

わ
た
し
自
身
は
、
今
に
い
た
る
ま
で
い
わ 

ゆ
る
の
「宗
教
」
に
対
し
て
は
根
本
的
に
懐
疑 

を
も
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
二
十
年
以
上 

も
ま
え
に
、
漢
方
医
学
を
本
式
に
学
ぼ
う
と 

師
事
を
仰
い
だ
方
か
ら
「ま
ず
な
に
よ
り
禅 

の
修
行
を
し
な
さ
い
」
と
指
示
さ
れ
た
と
き 

も

「
い
ま
さ
ら
そ
ん
な
抹
香
く
さ
い
こ
と
を 

す
る
必
要
が
ど
こ
に
あ
る
か
」
と
正
直
な
と 

こ
ろ
反
発
を
覚
え
た
も
の
で
す
。
し
か
し
同 

時
に
、
十
歳
の
時
に
自
分
に
起
こ
っ
た
体
験 

が
契
機
と
な
っ
て
、
自
分
の
胸
の
な
か
に
或 

る
「公
案
」
が
自
然
発
生
的
に
育
っ
て
き
て
い 

た
こ
と
も
確
か
で
し
た
。
そ
の
意
味
で
わ
た 

し

は

「宗
教
に
は
き
わ
め
て
批
判
的
で
あ
る 

が
非
常
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
探
求
者
」
だ 

っ
た
の
で
す
。(

た
と
え
ば
当
時
の
わ
た
し 

は
熱
心
に
合
気
道
や
野
口
体
操
の
稽
古
を
し 

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
体
力
作
り
の
た
め 

で
は
な
く
そ
こ
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の 

を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。
も
っ
と
も
そ
の 

と
き
は
そ
う
い
う
言
葉
を
知
り
ま
せ
ん
で
し 

た
が
…
。
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
様
な
理
由
で 

生
物
学
や
天
文
学
な
ど
の
自
然
科
学
も
独
学 

し
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
に
と
っ
て
は
そ
れ 

ら

は
い
わ

ば
「
『宗
教
』
で
は
な
い
宗
教
」
で 

し
た)

こ
う
い
う
経
緯
で
な
ん
の
準
備
も
な 

く
円
覚
寺
居
士
林
の
接
心
に
飛
び
込
み
ま
し 

た
。
そ
こ
で
垣
間
見
た
禅
の
姿
は
、
わ
た
し 

が
密
か
に
探
し
続
け
て
い
た
「
ス
ピ
リ
チ
ュ 

ア
リ
テ
ィ
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ 

た
の
で
す
。
「
こ
ん
な
生
き
方
が
綿
々
と
伝
え 

ら
れ
て
い
た
の
か/
•

い
ま
ま
で
そ
れ
を
知
ら 

ず
に
す
ご
し
て
き
た
と
は
な
ん
と
迂
闊
だ
っ 

た
こ
と
か
。
し
か
し
、

い
ま
そ
の
存
在
を
こ 

う
し
て
教
え
ら
れ
た
の
は
な
ん
と
有
難
い
縁 

だ
ろ
う
」
と
い
う
深
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
 

こ
の
わ
た
し
の
経
験
は
禅
が
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
を
学
ぶ
ひ
と
つ
の
豊
か
な
水
源
で 

あ
る
と
感
得
さ
れ
る
可
能
性
は
西
洋
人
だ
け 

で
は
な
く
、
日
本
人
に
も
ま
だ
じ
ゅ
う
ぶ
ん 

開
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
さ
さ
や
か
な 

証
左
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
う
い
う
禅
へ
の 

入
り
方
を
し
た
わ
た
し
は
、
禅
を
介
し
て
ア 

メ
リ
カ
で
出
会
っ
て
い
る
人
た
ち
と
禅
へ
の 

視
線
を
共
有
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
わ 

た
し
は
そ
れ
が
あ
る
か
ら
彼
ら
と
切
り
結
ん 

で
い
け
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
が 

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
禅
に
求
め
て 

い
る
の
は
、
や
せ
細
り
形
骸
化
し
た
宗
派
的 

宗
教
と
し
て
の
で
き
あ
い
の
「
メ
イ
ド
イ
ン 

ジ

ャ

パ

ン

缶

入

り

曹

洞

禅

」

で
は
な
く
、
 

道

元

禅

師

が

「
正
伝
の
仏
法
」
と
喝
破
し
た 

絶
え
ず
人
を
啓
発
し
続
け
る
生
も
の
の
み
ず 

み

ず

し

い

「修
行
の
道
」
な
の
で
す
か
ら
。 

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
の 

I

禅
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に 

こ
う
し
た
意
味
あ
い
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ 

ュ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
の
曹
洞
禅
を
日
本
に
お 

い
て
再
活
性
化
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な 

の
で
し
よ
う
。
日
本
に
お
い
て
も
ス
ピ
リ
チ 

ュ
ア
リ
テ
ィ
へ
の
希
求
は
弱
ま
る
ど
こ
ろ
か 

魂
の
深
い
と
こ
ろ
で
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ 

て
い
る
と
わ
た
し
は
見
て
い
ま
す
。
人
間
と 

は
他
の
動
物
と
は
違
っ
て
な
ぜ
か
ス
ピ
リ
チ 

ュ
ア
ル
な
こ
と
を
追
求
し
て
し
ま
う
よ
う
に 

本
来
的
に
で
き
て
い
る
よ
う
な
の
で
す
。
問 

題
は
伝
統
的
寺
院
や
僧
侶
が
そ
う
い
う
こ
と 

を
世
話
す
る
場
所
や
人
物
と
し
て
人
々
か
ら 

期
待
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て 

実
際
に
お
い
て
も
、
そ
う
い
う
希
求
に
応
え 

る
力
量
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
の
で
す 

(

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
や
ユ
ダ 

ヤ
教
に
起
き
つ
つ
あ
る
の
と
同
じ
現
象
？)

。
 

な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の 

か
、
当
事
者
の
わ
れ
わ
れ
は
深
く
考
え
て
み 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
々
の
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ 

ア

ル

な

求

め(

昔

は

そ

れ

を

「求
道
心
」
と 

呼
び
ま
し
た
が
も
う
時
代
遅
れ
の
言
葉
に
な 

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か) 

に

息
を

吹
き

込
み(

そ

れ

が

「
イ
ン
ス
ピ
レ 

—

シ
ョ
ン
」

の
本
来
の
意
味
で
す)

目
覚
め 

さ
せ
る
よ
う
な
禅
と
の
出
会
い
の
場
を
い
か 

に
創
造
し
て
い
く
か
、
言
い
換
え
れ
ば
誰
も 

が
こ
こ
ろ
に
持
っ
て
い
る
「発
心
」

の
種
が 

発
芽
す
る
よ
う
な
条
件
を
い
か
に
整
備
し
て 

い
く
か
。
そ
れ
が
寺
院
や
僧
侶
の
一
番
の
課 

題
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
次
回 

で
も
う
少
し
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き 

た
い
と
思
い
ま
す
。

文
•

藤
田
一
照

1
9
5
 4
年
、
愛
媛
県
生
ま
れ
。1
9
 8
7
年
、
米
国 

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ヴ
ァ
レ
ー
禅
堂
の
住
持
と
し
て
渡 

米
、
現
在
に
い
た
る
。
著
書
に
『新
こ
こ
ろ
の
シ
ル
ク
ロ
ー 

ド
』(

共
著 

佐
賀
新
聞
社
刊)

、
訳
書
に
テ
ィ
ク•

ナ
ツ 

ト•

ハ

ン

『禅
へ
の
鍵
』(
春
秋
社
刊)

、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン• 

バ
チ
ェ
ラ1
『ダ
ル
マ
の
実
践
』(

四
季
社
刊)

等
が
あ
る
。
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基
本
的
人
権⑶

$
 

メ
デ
ィ
ア
規
制
関
連
法
案
と
は

は
じ
め
に

前
回
は
、
日
本
国
憲
法
が
保
障
す
る 

基
本
的
人
権
の
中
で
も
重
要
な
地
位
を 

占

め

て

い

る

「表
現
の
自
由
」
に
つ
い 

て
述
べ
て
き
ま
し
た
。

最
近
、

い

わ

ゆ

る

『
メ
デ
ィ
ア
規
制 

関
連
法
案
』(

『
個
人
情
報
保
護
法
案
』
、
 

『
人
権
擁
護
法
案
』

及

び

『
青
少
年
有 

害
社
会
環
境
対
策
法
案
』)

に
対
し
て
、
 

「表
現
の
自
由
を
害
す
る
も
の
だ
」
等 

と
い
っ
た
批
判
が
、
主
に
報
道
機
関
に 

よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今 

回
は
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
法
案
は
ど 

の
よ
う
な
内
容
な
の
か
、
ま
た
、

こ
れ 

ら
の
法
案
に
対
し
て
ど
ん
な
問
題
点
が 

指
摘
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ 

て
い
き
ま
す
。
前

回

述

べ

た

「表
現
の 

自
由
」
、

「報
道
の
自
由
」
及

び

「
取
材 

の
自
由
」

の
重
要
性
を
意
識
し
な
が
ら 

読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
 

個
人
情
報
保
護
法
案 

個
人
情
報
保
護
法
案
は
、
情
報
化
社 

会
の
進
展
を
踏
ま
え
て
、
個
人
情
報
を 

保
護
す
る
た
め
に
、
個
人
情
報
を
取
り 

扱
う
際
の
基
本
原
則
、
個
人
情
報
取
扱 

業
者
の
義
務
、
業
者
に
対
す
る
行
政
の 

指
導
・
監
督
権
限
に
つ
い
て
定
め
て
い 

ま
す
。

ま
ず
、
個
人
情
報
を
扱
う
全
て
の
者 

は
、
次
の5
つ
の
基
本
原
則
を
守
る
よ 

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て 

い
ま
す
。

①
 

「利
用
目
的
に
よ
る
制
限
」
〜
利 

用
目
的
が
明
確
に
さ
れ
、
当
該
目 

的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
で
取 

り
扱
う
こ
と
。

②
 

「適
正
な
取
得
」
〜
適
法
か
つ
適 

正
な
方
法
で
取
得
す
る
こ
と
。
 

③
 

「
正
確
性
の
確
保
」
〜
利
用
目
的 

の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
内 

で
正
確
か
つ
最
新
の
内
容
に
保
つ 

こ
と
。

④
 

「安
全
性
の
確
保
」
〜
漏
洩
、
滅 

失
又
は
毀
損
の
防
止
等
必
要
か
つ 

適
切
な
措
置
。

⑤
 

「透
明
性
の
確
保
」
〜
本
人
が
適 

切
に
関
与
し
う
る
よ
う
配
慮
す
る 

こ
と
。

さ
ら
に
、
個
人
情
報
取
扱
業
者
に
課 

さ
れ
る
義
務
規
定
に
よ
り
、
デ
ー
タ
ベ 

—
ス
事
業
者
な
ど
は
、
本
人
の
求
め
に 

応
じ
て
情
報
の
開
示
、
訂
正
、
利
用
停 

止
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ 

て
い
ま
す
。
義
務
違
反
に
は
助
言
、
勧 

告
、
中
止
命
令
な
ど
が
課
さ
れ
る
こ
と 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
主
務
大 

臣
は
、
事
業
者
が
設
け
る
苦
情
処
理
機 

関
を
認
定
し
、
改
善
命
令
を
出
す
こ
と 

が
で
き
、
違
反
し
た
場
合
に
は
罰
則
が 

課
さ
れ
ま
す
。
以
上
の
義
務
規
定
に
つ 

い
て
は
、
報

道•

学

術

研

究•

宗
教
活 

動
・
政
治
活
動
に
つ
い
て
適
用
が
除
外 

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
案
に
対
し
て
は
、
ま
ず
、
上 

記

『
基
本
原
則
』
は
、
報
道
機
関
に
も 

適
用
さ
れ
る
た
め
、

「
適
法
か
つ
適
正

な
取
得
」

「本
人
の
適
切
な
関
与
」
な 

ど
の
条
項
を
理
由
に
、
被
取
材
者
か
ら 

正
当
な
取
材
を
拒
否
さ
れ
た
り
、
取
材 

内
容
の
開
示
を
求
め
ら
れ
る
お
そ
れ
が 

あ
り
、
特
に
公
人
の
疑
惑
追
及
な
ど
の 

取
材
活
動
に
制
約
が
加
え
ら
れ
る
危
険 

性
が
あ
る
、
と
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
報
道
機
関
が
報
道
目
的
で
個 

人
情
報
を
取
り
扱
う
場
合
に
は
、
『
義 

務
規
定
』

の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
こ
と 

に
な
っ
て
い
る
が
、

「
報
道
目
的
」
か 

否
か
の
判
断
基
準
が
行
政
に
委
ね
ら
れ 

る
こ
と
に
な
り
、
さ

ら

に

「報
道
」
以 

外
の
全
て
の
分
野
、
た
と
え
ば
バ
ラ
エ 

テ
ィ
や
ド
ラ
マ
な
ど
に
対
し
て
行
政
の 

介
入
を
招
く
こ
と
に
な
る
、
ま
た
、

フ 

リ
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
作
家
な
ど 

に
つ
い
て
の
扱
い
も
明
確
に
な
っ
て
い 

な
い
、
な
ど
と
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
法
案

人
権
擁
護
法
案
は
、
人
権
侵
害
を
受 

け
た
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
に
「人 

権
委
員
会
」(

法
務
省
が
管
轄
す
る
独 

立
行
政
委
員
会)

を
新
設
す
る
こ
と
を 

骨
子
と
し
、

一
般
的
な
人
権
侵
害
行
為 

と
は
別
に
、
特
に
救
済
が
必
要
な
人
権 

侵

害

行

為

と

し

て

「
差
別
」

「
虐
待
」 

な

ど

と

並

べ

て

「報
道
に
よ
る
人
権
侵 

害
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
「報
道
に
よ
る
人
権
侵
害
」
は
、
 

取

材•

報
道
の
対
象
者
が
犯
罪
被
害
者 

等
(

犯
罪
行
為
に
よ
り
被
害
を
受
け
た 

者
、
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
少
年
、
犯
罪 

行
為
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
又
は
犯 

罪
行
為
を
行
っ
た
者
の
配
偶
者
等)

で 

あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
す
よ
う
な 

報
道
や
、
「
過
剰
な
」

取
材
行
為
が
行 

わ
れ
た
場
合
と
し
て
い
ま
す
。 

「過
剰
な
」
取
材
行
為
に
つ
い
て
は
、
 

当
該
者
が
取
材
を
拒
否
し
て
い
る
場
合 

に
、
「
つ
き
ま
と
い
」

「
ま
ち
ぶ
せ
」

「進 

路
に
立
ち
ふ
さ
が
り
」

「
通
常
所
在
す 

る
場
所
の
付
近
で
見
張
り
」

「
押
し
か 

け
る
」
「
電
話
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送 

信
す
る
」
な
ど
の
行
為
を
継
続
、
反
復 

し
た
場
合
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、

こ
の
人
権
侵
害
行
為
に
つ 

い
て
は
、
人
権
委
員
会
に
、
 

①
 

当
事
者
間
を
調
停•

仲
裁
す
る
。
 

②
 

人
権
侵
害
行
為
を
止
め
る
よ
う
勧 

告
す
る
。

③

勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
は
そ
の
旨 

を
公
表
す
る
。
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④

被
害
者
が
加
害
者
を
訴
え
た
場
合 

に
訴
訟
を
援
助
す
る
。
 

と
い
っ
た
権
限
を
与
え
る
と
し
て
い
ま 

す0

こ
の
法
案
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ 

う
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
ず
、
法
務
省
は
報
道
の
自
由
に 

配
慮
し
て
救
済
の
対
象
を
限
定
し
た 

と
し
て
い
る
が
、
犯
罪
被
害
者
等
が
政 

治
家
や
官
僚
な
ど
の
公
人
で
あ
る
場
合 

で
も
、
特
に
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
な 

ま
た
、

「
過
剰
な
」
取
材
と
し
て
法 

案
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
取
材
活
動
は
、
 

見
方
を
変
え
れ
ば
「熱
心
な
取
材
活
動
」 

「粘
り
強
い
報
道
」

で
あ
り
、
国
民
の 

知
る
権
利
に
応
え
る
た
め
に
は
必
要
と 

さ
れ
る
場
合
も
多
い
、

こ
れ
に
対
し
て 

取
材
停
止
の
勧
告
が
な
さ
れ
た
り
、
場 

合
に
よ
っ
て
は
勧
告
内
容
が
公
表
さ
れ 

る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
取

材•

報 

道
活
動
が
非
常
な
制
約
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
。

電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
ど
の
程
度 

繰

り

返

せ

ば

「過
剰
な
」
取
材
と
な
る 

の
か
、
そ
の
線
引
き
は
も
っ
ぱ
ら
人
権 

委
員
会
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、
報
道
側 

か
ら
の
不
服
申
立
て
の
規
定
は
設
け
ら 

れ
て
い
な
い
。

人
権
委
員
会
は
、
法
務
大
臣
か
ら
独 

立
し
て
権
限
を
行
使
す
る
も
の
と
さ
れ 

て
い
る
も
の
の
、

こ
う
し
た
救
済
活
動 

を
実
際
に
担
う
の
は
法
務
省
の
人
権
擁 

護
局
を
改
組
し
て
作
ら
れ
る
事
務
局
が 

中
心
と
な
る
。
ま
た
、
法
務
省
の
地
方 

法
務
局
に
事
務
委
任
す
る
こ
と
も
定
め 

ら
れ
て
い
る
た
め
、
取

材•

報
道
活
動 

に
行
政
機
関
が
直
接
介
入
し
て
く
る
可 

能
性
が
強
い
。

以
上
、
要
す
る
に
、
行
政
機
関
に
よ 

る
報
道
へ
の
不
当
な
干
渉
に
つ
な
が
り 

か
ね
ず
、
国
民
の
知
る
権
利
に
応
え
る 

た

め

の

「
熱
心
な
取
材
」

「
粘
り
強
い 

報
道
」
に
ブ
レ
—
キ
を
か
け
る
危
険
が 

あ
る
、
と
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

青
少
年
有
害
社
会 

環
境
対
策
基
本
法
案 

こ
の
法
案
は
、

18
歳
未
満
の
青
少
年 

の
保
護
、
健
全
育
成
を
目
的
と
し
、
事 

業
者
が
提
供
す
る
商
品
な
ど
全
て
を
規 

制
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
放
送
番
組
、
 

映
画
、
新
聞•

雑
誌
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
、
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
あ
ら
ゆ
る
メ
デ 

ィ
ア
及
び
表
現
活
動
が
対
象
に
含
ま
れ 

て
い
ま
す
。

法
案
で
は
、
事
業
者
は
、
提
供
す
る 

商
品
な
ど
が
青
少
年
の
健
全
育
成
を
阻 

害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
青
少
年 

の
心
身
の
発
達
の
程
度
に
応
じ
た
供
給

方
法
な
ど
を
定
め
た
協
定
を
締
結•

設 

定
す
る
よ
う
に
努
め
、
そ
れ
を
主
務
大 

臣
な
ど
に
届
け
出
る
も
の
と
規
定
し
て 

い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
は
、
「
青
少
年
有
害 

社
会
環
境
対
策
協
会
」
を
業
界
ご
と
に 

設
立
し
、
同
協
会
が
事
業
者
に
対
す
る 

苦

情

処

理•

助

言
•

指
導
・
勧
告
を
行 

い
、

一
方
、
協
会
は
、
そ
の
活
動
に
対 

し
て
主
務
大
臣
・
都
道
府
県
知
事
か
ら 

助

言
•

指

導
•

勧
告
を
受
け
、
協
会
が 

勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
主
務
大 

臣
な
ど
が
そ
の
旨
公
表
で
き
ま
す
。 

こ
の
法
案
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ 

う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

法
案
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い 

う
名
目
の
も
と
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て 

い

る

「表
現
の
自
由
」
を
行
政
の
監
視 

下
に
置
き
、
国
民
一
人
一
人
の
文
化
的 

な
価
値
観
に
国
家
が
踏
み
込
む
も
の
で 

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
 

①

「青
少
年
有
害
社
会
環
境
」
の
定
義 

に
「性•

暴
力
に
関
す
る
価
値
観
の
形 

成
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
」
な
ど
の
表 

現
を
使
用
し
て
い
る
が
、
定
義
が
あ 

ま
り
に
幅
広
く
か
つ
曖
昧
で
あ
り
、
 

法
律
が
恣
意
的
に
運
用
さ
れ
る
危
険 

性
が
あ
る
。
さ

ら

に

「価
値
観
の
形 

成
」
と
い
う
思
想
領
域
ま
で
規
制
し 

よ
う
と
し
て
い
る
。 

②

「
青
少
年
有
害
社
会
環
境
対
策
協 

会
」

の
規
定
は
、

一
見
各
業
界
の
自 

主
性
を
尊
重
す
る
形
を
と
っ
て
い
る 

か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
最
終
的
に 

は
行
政
が
「有
害
」
か
ど
う
か
を
判
断 

し
、
対
策
協
会
に
助
言•

指
導
・勧
告
・
 

公
表
を
行
う
以
上
、
行
政
に
よ
る
事 

業
者
へ
の
介
入
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

③

と
り
わ
け
、
放
送
分
野
で
は
、
憲 

法
に
加
え
て
放
送
法
に
よ
っ
て
、
自 

主
自
立
を
保
障
さ
れ
、

こ
の
原
則
の 

も
と
で
番
組
審
議
会
を
は
じ
め
と
す 

る
自
主
規
制
の
仕
組
み
が
設
け
ら
れ 

て
い
る
。
法
案
は
、

こ
う
し
た
自
主 

規
制
の
仕
組
み
を
壊
し
て
し
ま
う
。
 

最
後
に

こ
こ
で
は
各
法
案
の
是
非
に
つ
い
て 

論
ず
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
み
な
さ 

ん
も
、
前
回
述
べ
た
表
現
の
自
由
の
重 

要
性
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
各
法
案
の
是 

非
に
つ
い
て
一
度
考
え
て
み
て
は
い
か 

が
で
し
ょ
う
か
。

文
-
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野
彰
信

早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
。
民

事•

刑

事•

家
事
な 

ど
法
律
問
題
一
般
を
扱
う
。
野
田
信
彦
法
律
事
務 

所
(
札
幌
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属
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全
曹
青
情
報
局

平
成
十
五
年
度
第
十
五
期 

全
曹
青
総
会
開
催
さ
れ
る

玄

る

六

月

十

四

日

出

、
曹
洞
宗
檀
信
徒
会 

芝

館

に

お

い

て

、
全
曹
青
総
会
が
開
催
さ 

れ
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
、
午
前
十
時
よ
り
全
国 

の
評
議
員
四
十
五
名
参
加
の
下
、
「
評
議
員 

会
」
が
開
か
れ
、
前
期
委
員
会
に
よ
り
平
成 

十
四
年
度
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。
引
き
続 

き
、
平
成
十
五
年
度
活
動
計
画
案
が
今
期
委

員
会
よ
り
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
の
後
、
参 

加
者
全
員
の
拍
手
に
よ
り
無
事
可
決
し
た
。
 

コ

食
を
挟
み
午
後
一
時
よ
り
、
全
国
か
ら 

ヰ
結
集
し
た
百
余
名
の
会
員
各
位
の
参
加 

を
得
て
、

「
平
成
十
五
年
度
全
曹
青
総
会
」 

が
開
催
さ
れ
た
。
第
十
四
期
会
長
の
池
上
幸 

秀
師
の
導
師
に
よ
る
、
開
式
諷
経
の
後
、
同 

副
会
長
本
上
一
真
師
に
よ
り
開
会
が
宣
言
さ 

れ
た
。
高
祖
大
師
七
百
五
十
回
大
遠
忌
と
い

う
勝
縁
に
接
し
、
慕 

古
事
業
の
推
進
な
ど 

辣
腕
を
振
る
わ
れ
た

熱心な議論がくり広げられる

池
上
師
は
、
開
会
の 

辞
に
引
き
続
い
て
の 

挨
拶
の
中
で

、
「
新 

世
紀
プ
ロ
ロ
ー
グ• 

と
ど
ろ
け
全
曹
青
の 

ハ
ー
モ
ニ
ー
」

の
ス 

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て 

邁
進
し
て
き
た
二
年 

間
の
足
跡
を
振
り
返 

り
、
全
曹
青
の
今
後 

更
な
る
飛
躍
を
願
い 

つ
つ
第
十
五
期
山
口

英
寿
新
会
長
へ
と
し
っ
か
り
と
バ
ト
ン
が
手 

渡

さ

れ

た(

山
口
会
長
の
所
信
表
明
に
つ
い 

て
は
本
誌
表
紙
裏
、
池
上
前
会
長
の
挨
拶
に 

つ
い
て
は
二
十
頁
を
参
照)

。

—

き
続
き
、
教
化
部
長•

宮
川
敬
學
老
師 

弓
よ
り
旧
執
行
部
へ
の
慰
労
と

、
新
執
行 

部
へ
の
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
議
長 

に
佐
藤
道
昭
師(

秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会)

、
 

副
議
長
に
鮫
嶋
大
仙
師(

曹
洞
宗
福
島
県
青 

年
会)

が
選
出
さ
れ
審
議
が
始
ま
っ
た
。
ま 

ず
始
め
に
前
期
各
委
員
会
よ
り
平
成
十
四
年 

度
活
動
報
告
が
な
さ
れ
、
場
一
致
に
て
承
認
。
 

こ
れ
に
よ
り
第
十
四
期
執
行
部
は
全
任
務
を 

終
え
、
会
場
の
暖
か
い
拍
手
に
送
ら
れ
て
無 

事
退
任
し
た
。
代
わ
っ
て
山
口
英
寿
新
会
長 

率
い
る
新
執
行
部
が
紹
介
さ
れ
、
会
場
の
暖 

か
い
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
初
の
任
務
に
就
い 

た
。
山
口
新
会
長
は
就
任
挨
拶
の
中
で
所
信 

表
明
を
発
表
し
、
「
『燃
え
上
が
れ
青
年
の
工 

ネ
ル
ギ
ー
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
来
年 

三
十
周
年
を
迎
え
る
全
曹
青
に
尽
力
さ
れ
て 

き
た
諸
先
輩
の
足
跡
を
見
直
し
、
今
後
、
全 

曹
青
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
見
出
す
機
会
に 

し
た
い
」
と
力
強
く
宣
言
し
た
。
 

そ

の

後

、
今
期
各
委
員
長
よ
り
平
成
十
五 

N

 

年
度
活
動
計
画
案
が
報
告
さ
れ

た
。
 

そ
の
後
の
質
疑
に
お
い
て
は
会
員
各
位
よ
り 

様
々
な
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
が
、
そ 

の
中
で
も
特
に
各
委
員
会
の
活
動
報
告
及
び 

計
画
に
添
付
さ
れ
た
予
算•

決
算
書
に
つ
い 

て
、
「
今
ま
で
以
上
に
詳
細
な
表
記
を
し
て 

ほ
し
い
。
ま
た
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
た
だ 

き
た
い
。
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、
そ
れ
を
受 

け
各
執
行
部
は
じ
め
、
各
委
員
会
が
十
分
な 

配
慮
を
持
っ
て
各
事
業
を
遂
行
し
わ
か
り
や

す
く
詳
細
な
活
動
報
告
が
行
わ
れ
る
よ
う
意 

識
統
一
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
三
十
周
年
記 

念
事
業
準
備
委
員
会
阿
部
光
裕
委
員
長
よ
り 

来
年
の
全
曹
青
発
足
三
十
周
年
記
念
事
業
に 

つ
い
て
の
活
動
方
針
が
発
表
さ
れ
た
。
以
上
、
 

各
活
動
計
画
案
に
つ
い
て
は
審
議
の
中
で
、
 

活
発
な
論
議
が
展
開
さ
れ
た
が
、
参
加
者
全 

員
の
拍
手
に
て
承
認
さ
れ
、
宮
寺
守
正
副
会 

長
に
よ
る
閉
会
の
辞
を
受
け
て
閉
会
し
た
。
 

月

会

後

、
会
場
を

同
じ
く
し
て

「禅
の
集 

房

い

中

央

集

会

」
が
開
催
さ
れ
た
。
基
調 

講
演
は
講
師
に
大
乗
寺
専
門
僧
堂
堂
長•

東 

隆
眞
老
師
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
『
曹 

洞
宗
と
日
本
の
イ
ス
ラ
ム
教
』
と
題
し
て
ご 

講
演

い
た

だ

い

た(

具
体
的
内
容
に
つ
い
て 

は
左
記
記
事
参
照)

。
参
加
者
は
先
生
の
お 

話
に
真
剣
な
眼
差
し
で
聴
講
し
て
い
た
。
 

B

演
後
に
は
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
青
年 

会
員
各
位
が
交
流
を
深
め
、
全
曹
青
の 

益
々
の
発
展
、
更
に
は
宗
門
の
興
隆
に
会
員 

一
同
力
を
合
わ
せ
て
尽
力
し
て
い
く
こ
と
を 

お
互
い
に
誓
願
し
、
平
成
十
五
年
度
全
曹
青 

総
会
の
全
日
程
が
無
事
終
了
し
た
。
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講演会抄録

曹洞宗と日本のイスラー厶

曹洞宗とイスラームとの深い縁と 

していくつかの事例が挙げられる。

まず第一番目に、今から100年ほ 

ど前に忽滑谷快天先生によって書か 

れた本で『怪傑マホメット』。これは、 

ムハンマド（マホメット）に関する 

伝記としては日本では四番目である 

が、当時はイスラームの存在がほと 

んど知られていなかったのだから、 

その先駆的な業績が曹洞宗の宗侶に 

よってなされていることを深く認識 

する必要がある。

第二番目に、日本において初めて 

イスラームを研究する機関である回 

教圏研究所が駒澤大学に設置され、 

イスラムの研究に多大なる実績を残 

している。昭和10年代に各国の言葉 

によって翻訳されたコーランを取り 

寄せて曹洞宗の僧侶である鏡島寛之 

師が紹介し、説明している。現代で 

あれば容易なことであるかもしれな 

いが、当時を考えるとこのことは驚 

異としか言いようがない。しかし、 

現代、宗門においてその功績が忘れ 

られていることが非常に残念でなら 

ない。

第三番目に、関三刹であった曹洞 

宗竜穏寺の宿寺が東京の麻布にあっ 

たが、その宿寺は明治元年に廃仏毀 

釈の影響により、檀家が無かったの 

で国有財産として取り壊され、その 

後、その場所にイラン•イスラム共 

和国大使館が設立され現在に至って 

いるということ。

第四番目に、山梨県の文殊院とい 

う曹洞宗寺院にはイスラームの墓地 

がある。これは日本で唯一のイスラ 

ーム教徒の霊園ではないか。これは、 

昭和37年の6月に西パキスタンのア 

ルシャードという方が親善大使とし 

て来日の折、一行は山梨県を観光さ 

れた。その際に一週間ほど滞在され 

たこの文殊院のことを気に入られた 

ようで、ここにムスリム（イスラー 

ム教）の墓園が設立されればと念願 

され、ご住職さんやお檀家さんらの 

ご協力により、昭和44年に開園の運 

びとなった。

第五番目に、カンボジアのイスラ 

ーム教徒の村で宗教の壁を越えた支 

援を、曹洞宗青年会が行っていると 

いうこと。

次に、イスラームと仏教との関わ 

り方について、大別すると、以下の 

3つのパターンに分けられる。

一つは、仏教とイスラームは相容 

れないという考え方。すべてという 

わけではないがイスラームを仏教と 

は同じレベルで扱ってほしくないと 

いう考え方がイスラームの側にある 

場合がある。

二つは、仏教とイスラームとは共 

通点が多いという考え方。これは仏 

教側からだけではなく、イスラーム 

の立場からもそう考えている方がい 

るということ。

三つに、仏教とイスラームは共存・ 

接近という様々な試みを実際にして 

いる方がいるということ。

さて、また、イスラームではお釈 

迦さまは預言者に準ずる立場である 

と考えられているようだ。日本は中

大乗寺専門僧堂堂長

東 隆眞老師

東の諸国から石油を輸入している。 

また、日本は中東諸国と争いをした 

ことがない。

以上のように深い関わりを持っ 

ている。仏教とイスラームとはでき 

るだけ理解し協力していく必要があ 

る。互いに否定しあっていくのなら 

ば自滅するしかない。それが、長い 

歴史をもつキリスト教•イスラーム• 

ユダヤ教とのあいだの争いではない 

か。そして、それを補っていくのが 

仏教徒の役割りではないか。

イスラームと仏教との相違点を論 

ずるのではなく、まず、共通点を論 

じていくことでお互いの理解を深め 

ていく、今はそういう段階ではない 

か。イスラームと仏教は相互に支援・ 

接触•協力・交流を進めて、お互い 

が共存・共生・共栄をするべきであ 

る。それは仏教徒の戯言だと言われ 

るかもしれないが、できるところか 

ら実行に移していくべきである。し 

かし、それに対しての仏教側からの 

語りかけが弱すぎる。もっと、積極 

的に理解を深めていくための行動を 

起こしていくべきであり、そしてそ 

こに、21世紀の平和の原理があると 

私は固く信じている。
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•

第
十
四
期
全
曹
青
を
振
り
返
っ
て

海

の

水

を

辞

せ

ざ

る

は

同

事

な

り

全
曹
青
第
十
四
期
会
長

池

上

幸

秀

第
十
四
期
の
任
期
を
終
了
す
る
に
あ
た 

り
、
執
行
部
役
員
を
代
表
し
て
、
会
員
諸 

兄
及
び
全
国
の
賛
助
会
員
の
御
寺
院
様
方 

の
絶
大
な
る
ご
協
力
ご
支
援
に
、
心
よ
り 

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「新
世
紀
プ
ロ 

ロ
ー
グ•

と
ど
ろ
け
全
曹 

青
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
と
い
う
、
未
来
へ
向 

け
て
の
和
合
僧
の
相
を
理
想
に
掲
げ
、
同 

時
に
、
高
祖
道
元
禅
師
七
五
〇
回
大
遠
忌 

に
因
み
、
青
年
期
の
禅
師
様
の
葛
藤
と
そ 

れ
を
打
ち
破
る
行
動
力
、
表
現
力
の
エ
ネ 

ル
ギ
ー
に
我
々
の
青
年
会
活
動
を
同
化
し 

て
い
こ
う
と
い
う
こ
こ
ろ
ざ
し
で
二
年
間

報
交
換
と
発
展
と
に
寄
与
す
る
こ
と
で
し 

た
。

「慕
古
事
業
」
と
し
て
、
東

司
(

家
庭 

で
は
ト
イ
レ)

掃
除
に
よ
る
、
若
年
層
へ 

の
宗
教
的
情
操
教
育
を
試
み
、
ま
た
、
「
八 

大
大
覚
」
と

「傘
松
道
詠
」
の
浄
書
を
通
し 

て
道
元
禅
師
様
の
こ
と
ば
か
ら
そ
の
御
こ 

こ
ろ
に
親
し
む
こ
と
、
更
に
、
禅
文
化
学 

林
の
開
催
で
、

一
般
社
会
の
様
々
な
世
代 

の
人
た
ち
と
共
に
、
詩
人
金
子
み
す)

さ 

ん
の
こ
と
ば
宇
宙
と
、
道
元
禅
師
様
の
こ 

と
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
対
比
し
、
「
今
、

こ 

と
ば
で
伝
え
た
い
」

の
テ
ー
マ
で
、
お
悟 

り
の
宇
宙
を
現
代
の
こ
と
ば
で
伝
え
て

を
走
り
抜
け
て
参
り
ま
し
た
。 

当
初
、
執
行
方
針
と
し
て
第 

一
に
提
示
致
し
ま
し
た
の
は
、
 

全
曹
青
と
い
う
組
織
体
自
身
が 

各
曹
青
会
の
媒
体(

メ
デ
ィ
ア) 

と
な
り
、
曹
青
組
織
相
互
の
情

い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を 

模
索
し
ま
し
た
。
分
科 

会
で
は
、
各
委
員
会
が 

テ
ー
マ
を
定
め
て
将
来 

我
々
が
進
む
べ
き
方
向 

に
つ
い
て
も
、
「
こ
と 

ば
」

の
表
現
力
に
よ
っ 

て
、
有
意
義
な
議
論
を 

交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま 

し
た
。
ま
た
他
方
で
は 

花
ま
つ
り
に
向
け
て
花 

の
種
配
布
、
伝
道
句
集 

「
君
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
、
 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
、
「
二
師(

教

授

師•

引
請
師) 

侍
者
心
得
」
、
「活
動
報
告
集
」
な
ど
を
発 

行
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
包
括
的
に
そ 

の
成
果
は
全
曹
青
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
し
て 

会
員
の
皆
様
と
共
有
で
き
た
も
の
と
確
信 

し
て
お
り
ま
す
。

今
、
改
め
て
「
全
曹
青
」
を
見
つ
め
直
し 

て
み
ま
す
と
、
あ
た
か
も
「
大
海
」
に
似
て 

い
ま
す
。
『
正
法
眼
蔵
』
菩
提
薩
境
四
摂
法 

の
巻
に
「
海
の
水
を
辞
せ
ざ
る
は
同
事
な 

り
、
是
故
に
能
く
水
聚
ま
り
て
海
と
な
る 

な
り
」
と
お
示
し
の
よ
う
に
、
全
曹
青
も 

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
水
を
受
け
入
れ
て
こ 

そ
大
き
な
海
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で 

す
。
そ
の
同
事
行
を
実
践
さ
せ
て
い
た
だ 

き
な
が
ら
、
全
国
各
地
の
勝
友
と
出
会
い
、
 

ま
た
再
会
し
、
同
じ
法
孫
と
し
て
の
使
命 

感
を
確
認
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ 

と
は
無
上
の
法
悦
で
あ
り
ま
し
た
。
 

任
期
中
、
テ
ロ
や
戦
争
と
い
う
大
き
な 

事
件
が
世
界
中
を
震
憾
さ
せ
ま
し
た
。

こ 

れ
ま
で
に
、
青
少
年
の
教
化
や
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
青
年
会 

の
英
知
を
集
め
て
、
更
に
大
き
な
使
命
に 

立
ち
向
か
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
は
非
力
で
あ
り
ま
し
た
が
、
全 

曹
青
に
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
多 

く
の
先
輩
諸
師
、
個
性
豊
か
な
執
行
部
役 

員
諸
兄
、
委
員
会
委
員
の
各
兄
各
師
に
格 

段
の
お
力
添
え
を
頂
き
、
ま
た
、
理
事
、
 

評
議
員
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜 

り
、
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
思
い
残
す
こ 

と
な
く
第
十
五
期
山
口
新
執
行
部
に
引
き 

継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
全
曹
青
三
十
周 

年
に
向
け
て
再
生
す
る
新
執
行
部
に
も
よ 

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
参
加
を
お
願
い
申 

し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
 

各
曹
青
会
の
今
後
益
々
の
ご
隆
昌
と
ご
活 

躍
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
任 

の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

合

掌

SOUS日 2003.8



去
る
七
月
七
日
、
宗
務
庁
に
於
い
て
第 

十
五
期
新
体
制
に
よ
る
初
の
委
員
会
総
会
が 

開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
執
行
部
を
は
じ
め
と
し
た
委 

員
全
員
の
挨
拶
が
自
己
紹
介
の
か
た
ち
で
一 

人
一
人
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
各
委
員
長
よ 

り
先
に
お
こ
な
わ
れ
た
総
会
の
資
料
を
基
に 

行

動

計

画•

予
算
が
報
告
さ
れ
た
。
 

委
員
会
総
会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で 

進
み
無
事
終
了
し
た
が
、
そ
の
後
の
各
委
員 

会
に
分
か
れ
て
の
分
散
会
で
は
、
今
期
こ
れ 

か
ら
の
活
動
計
画
内
容
に
つ
い
て
熱
心
な
意 

見
交
換
が
な
さ
れ
て
い
た
。

r

委

員

会

総

会

一

全国曹洞宗青年会 

平成14年度決算書
平成14年4月1日〜平成15年3月31日 

収入総額一金33,912,519円 

支出総額 一金 30,801,515円 

差引残額 一金 3,114,004円
収入の部

項 目 予算額 決算額 増 減 備 考

会 費 1,451,500 1,408,500 △ 43,000 500 X 2,873名

賛助会費 13,000,000 14,116,300 1,116,300

事業助成金 15,000,000 15,000,000 0 宗務長より

協 賛 金 1,000,000 630,000 △ 370000 「そうせい」広告料

雑 収 入 329,697 1,838,916 1,509,219 鬼古軽練金、花祭り事業収入他

前年度繰越金 918,803 918,803 0

合 計 31,700,000 33,912,519 2212,519

支出の部

項 目 予算額 決算額 増 減 備 考

事業費 20,500,000 19,760,553 △ 739,447

研 修 費 200,000 120,000 △ 80,000 禅の集い中央研修会等

総合企画事業研修費 3,300,000 3t231,095 △ 68,905 禅文化学林を含む•別ページ参照

広 報 13,000,000 12,708,241 △ 291,759

青少年教化研究費 1,000,000 958,633 △ 41,367

ボランティア研究費 1,000,000 991,520 △ 8,480

授戒会研究費 1,000,000 997,354 △ 2,646

パソコン通信研究費 1,000,000 753,710 △ 246,290

運営費 11,100,000 11,040,962 △ 59,038

会 議 費 8,700,000 8,667,072 △ 59,038 会議費、交通費等

事 務 費 400,000 394,890 △ 5,110 事務通信費

渉 外 費 1,500,000 1,494,000 △ 15,000 全日佛青、管区大会等

雑 費 500,000 485,000 △ 15,000 伝導句集（賛助会員分）

予備費 100,000 0 △100,000

合 計 31,700,000 30,801,515 △ 898,485

残額3,111,104円のうち1,000,000円を特別事業積立基 

金に繰り入れ2,111004円を次年度に繰り越します。

平成14年度特別会計 

（ボランティア基金）報告

全国曹洞宗青年会 

平成15年度予算書
平成14年4月1日〜平成15年3月31日 

収入総額一金2,785,788円 

支出総額-金 0円

平成15年4月1日〜平成16年3月31日 

収入総額一金32,600,000円 

支出総額一金32,600,000円
差引残額一金2,785,788円

収入の部

差引残額-金 0円
収入の部

項 目 金 額 備 考 項 目 予算額 決算額 増 減 備 考

前年度繰越金 2,785,682 預金利子 会 費 1,451,500 1,408,500 △ 43,000 500X2,817名

雑収入 105 賛助会費 12,000,000 13,000,000 1,000,000

合 .計 2,785,788 事業助成金 15,000,000 15,000,000 0 宗務長より

支出の部

協 賛 金 1,000,000 630,000 △ 370000 「そうせい」広告料

雑 収 入 29,697 80,496 50,799 寄付金•利息他

項 目 予算額 備 考 前年度繰越金 918,803 2,111,004 1，192201

0 適用項目なし 合 計 30,400,000 । 32,600,000 2,200,000

合 計 0
支出の部

残韻ム/次），/m円なみ年度に株リ虺しま9 0 
平成14年度一般会計決算、特別会計決算を 

以上のとおり報告いたします。

平成15年6月13日
全国曹洞宗青年会会長池上幸秀@

会計橘 昭弘働

項 目 予算額 決算額 増 減 備 考

事業費 19,700,000 21,000,000 1,300,000

研 修 費 200,000 200,000 0 禅の集い中央研修会等

総務委員会費 3,000,000 3,300,000 300,000 禅文化学林を含む•別ページ参照

広報委員会費 12,500,000 12,500,000 0

青少年教化委員会費 1,000,000 1,000,000 0

ボランティア委員会費 1,000,000 1,000,000 0

法式委員会費 1,000,000 1,000,000 0

監査報告
I T委員会費 1,000,000 1,000,000 0

30周年諡事業準備委員頷 1,000,000 1,000,000

運営費 10,650,000 10,900,000 250,000
半城丄4ヰ度王国間涧小百中云、一般云盯汉 

び特別会計について、平成15年5月19日に 

曹洞宗宗務庁5階微笑庵にて、会長•副会 

長立ち合いのもと、諸帳簿•証書•関係書 

類を監査したところ、収入•支出残金とも

会 議 費 8,700,000 8,800,000 100,000 会議費、交通費等

事 務 費 400,000 450,000 50,000 事務通信費

渉 外 費 1,500,000 1,600,000 100,000 全日佛青、管区大会等

雑 費 50,000 50,000 0 伝導句集（賛助会員分）

予備費 50,000 700,0000 650,000

合 計 30,400,000 32,600,000 2200,000

それぞれ合致し、適正かつ正確に処理され 

ていたことを報告します。

平成15年6月13日
全国曹洞宗青年会監事日吉一如@ 

監事滝 道学包）

以上のとおり、予算を提案いたします。

平成15年6月13日
全国曹洞宗青年会会長山口英寿

会計香村一孝
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法衣•袈裟

再生屋本舗 E難がえらせる。リフオーム時代 冰引•柱巻•五色幕•吊り幕装置

昼衣生洗しう

〇エ山帽引先い仕立直い〇噩虹 

①リ繍袈裟知）国中台替）（袈裟紐參 

（袈裟裏地替 導具裏替X法衣丈直D 
G去棚裏交換XI衿替•色直し） 

r衣色抜け直し）（シミ技丸洗い）

本堂内そ演出の時代へ。1人でも簡単に•安全に•きれいに

※少々のほころびは、サービス補修します。

大 衣6,800円
改良服5,600円 
七条袈裟5,600円 ※染直し•仕立直し

※当店の洗いは、 法衣専門の清洗いです。

水引•柱巻•五色幕•別織物の 

ご用命承ります。

手動式 1 58,000 円〜

機械式 298,000 円〜

電動式 590,000 円〜

取付け工事込み価格です。
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T457-0007
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I
第

十

四

期 

執

行

部

♦

会

長 

池

上

幸

秀
(

い

ず

も
) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トX

「慕
古
事
業
を
円
成
し 

た
青
年
僧
た
ち
」
五
十
年
後
ま
で
伝
説
と
し 

て
語
り
継
が
れ
る
…
…
か
も
。
 

志
に
燃
え
る
貴
師
た
ち
と
出
会
い
創
造
、
 

表
現
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま 

す
。 

多
謝
不
尽 

♦

副
会
長 

白
井 

應
隆(
北
海
道
第
一) 

色
々
あ
っ
た
二
年
間
で
し
た
が
、
仲
間
と 

と
も
に
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
曹
青
の
可
能
性
は
と
て
つ
も
な
く
大
き 

い
も
の
で
す
。
十
五
期
の
皆
さ
ん
が
ん
ば
っ 

て
下
さ
い
。

♦

副
会
長 

山

口

英

寿
(
愛
知
第
一) 

こ
の
二
年
間
、
各
管
区
大
会
参
加
さ
せ
て 

い
た
だ
き
す
ば
ら
し
い
活
動
を
拝
見
す
る
事 

が
出
来
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ま 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

♦

副
会
長 

本
土 

一
真(
愛 

媛) 

執
行
部
の
潤
滑
油
と
し
て
笑
顔
で
努
め
さ 

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
全
国
諸
兄
の
パ
ワ
ー
に 

圧
倒
さ
れ
た
二
年
間
で
し
た
。
感
謝
、
感
謝
。
 

♦

顧

問
 

荒

木

正

昭
(
熊 

本) 

第
十
五
期
は
全
曹
青
に
と
っ
て
節
目
の 

期
、
更
な
る
飛
躍
と
会
員
諸
師
総
参
加
と
な 

る
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
致 

し
ま
す
。

随
想
録

♦

事
務
局
長 

高

原

淳

尚
(
広 

島) 

各
曹
青
会
、
並
び
に
会
員
皆
様
の
ご
協
力 

に
よ
り
無
事
事
業
を
成
し
遂
げ
る
事
が
で
き 

ま
し
た
。

ま
た
、
就
任
時
ル
ー
ル
作
り
を
掲
げ
ま
し 

た
が
、
少
し
は
前
進
す
る
事
が
出
来
た
と
思 

い
ま
す
。

♦

会

計
 

橘 

昭
弘(
鳥 

取) 

各
方
面
よ
り
頂
き
ま
し
た
ご
指
導•

ご
助 

力
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

♦

総
合
企
画 

森 

道
輝

(
彩
青
会
【埼
玉
第
二
】) 

慕
古
事
業
を
初
め
様
々
な
活
動
を
通
し 

て
、
多
く
の
方
に
出
会
え
た
こ
と
に
深
く
感 

謝
し
て
お
り
ま
す
。
祈
、
十
五
期
大
盛
会
。
 

♦

広 

報 

河
村 

康
秀(
北
海
道
第
こ 

二
年
間
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支 

援

に

よ

り

「
そ
う
せ
い
」
誌
を
作
成
す
る
こ 

と
が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ 

ま
す
。

♦

青
少
年
教

化

阿

部

光

裕
(
福 

島) 

「
君
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
「
あ
な
た
に
向
か
っ 

て
」
を
こ
の
二
年
間
で
制
作
出
来
た
こ
と
は
、
 

委
員
会
一
同
の
喜
び
で
す
。

♦

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奥

野

昭

典
(
宮 

城) 

お
送
り
し
ま
し
た
『ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ 

ド
ブ
ッ
ク
』
を
ご
活
用
下
さ
い
。

♦

授
戒
会 

高
辻 

康
文(
兵
庫
第
二) 

第
十
三
期
十
四
期
と
二
期
に
わ
た
り
、
授 

戒
会
研
究
委
員
長
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま 

し
た
。

こ
の
間
執
行
部
委
員
の
方
、
授
戒
会 

研
究
委
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
沢
山
の
方

 々

の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
何
と
か
勤
め
さ 

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
感
謝 

申
し
上
げ
ま
す
。
第
十
五
期
よ
り
委
員
会
の 

名
称
も
変
わ
り
、
よ
り
広
く
宗
門
の
法
式
に 

関
す
る
参
究
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
第 

十
五
期
全
曹
青
益
々
精
進
さ
れ
ま
す
こ
と
を 

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

♦

パ
ソ
コ
ン 

小
島 

宗
彦(
佐 

賀) 

委
員
の
皆
様
に
助
け
て
い
た
だ
き
っ
ぱ
な 

し
の
二
年
間
で
し
た
。
委
員
会
名
称
変
更
に 

伴
い
名
称
と
共
に
去
り
ま
す
。

♦

事
務
局
次
長 

横
山 

宗
賢(
広 

島) 

十
四
期
の
皆
様
と
慕
古
事
業
を
成
功
さ
せ 

た
こ
と
は
、
私
の
一
生
の
宝
で
す
。
 

♦

庶

務
 

関

戸

基

文
(
大 

阪) 

こ
の
二
年
間
に
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て 

頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

♦

庶

務
 

佐

瀬

宏

洋
(

い

ず

も
) 

全
曹
青
の
熱
風
に
火
傷
を
し
た
心
が
ま 

だ
、
火
照
っ
て
い
ま
す
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。

♦

庶

務
 

和

田

光

史
(
鳥 

取) 

収
穫
の
あ
る
充
実
し
た
楽
し
い
十
四
期
で 

し
た
。
来
期
も
更
に
向
上
で
き
る
よ
う
が
ん 

ば
り
ま
す
。

♦

監

事
 

日

吉

一

如
(

石 

川) 

十
四
期
締
め
く
く
り
の
監
査
報
告
は
私 

が
、
と
思
い
き
や
葬
式
で
欠
席
。
無
念/

♦

監

事
 

滝 

道
学(
佐 

賀) 

十
四
期
池
上
会
長
の
も
と
、
監
事
を
仰
せ 

つ
か
り
ま
し
た
が
、
充
分
に
責
務
を
果
た
す 

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
と
回
願
い
た 

し
て
お
り
ま
す
。
二
年
間
御
世
話
に
な
り
ま 

し
た
。

第

十

四

期

管

区

理

事

♦

北
海
道

♦

関

東

♦

東

海

♦

北
信
越

♦

近

畿

♦

中

国

♦

四

国

♦

九

州

芳

村

元

悟
 

斎

藤

崇

淳
 

実

淨

典

英
 

白

鷺

州

浩

道
 

原

山

浩

昭
 

小

泉

義

和
 

森

山

容

光
 

北

口

善

則
 

浦

辺

世

紀

全
国
の
青
年
会
員
諸
師
、
皆
様 

御
一
大
御
一
大
に
気
に
掛
け
て
い 

た
だ
け
る
様
な
運
営
が
出
来
た
で 

し
よ
う
か
？
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第15期執行部

顧問 

池上幸秀 

いずも

緩急自在に。個々の立場を尊重し、 

品位ある会議を運営しよう。そして、 

洞察力と批判力を養おう。燃焼不足 

で灰燼が残っても有益な肥となる。

青少年教化委員会 

阿部正機 
新潟

枠組みにとらわれない自 

由な発想をベースに、「や 

れることをやる」スタンス 

で、実践的教化をしたい。

事務局次長 

中村嘉秀 
愛知第一

会員の皆様にご迷惑をおか 

けすることのないように、精 

一杯つとめさせていただきま 

す。よろしくお願いします。

副会長 

和田光史 
ぐり鳥取 

三十周年を期に更なる 

飛躍の第一歩とし、充実 

した二年間を送ります。

«
広報委員会 

秋央文
福島

「そうせい」は全曹青と現代社会を繫ぐ媒 

介役でしかありません。我々の理念と志を 

メッセージとして、広く宗門内外に発信で 

きればと考えております。そのお膳立てを 

我々がさせて頂ければと思います。

•し
30周年実行委員会 

阿部光裕 
福島 

慕古事業が終わったばかりで、 

また大事業を迎えます。

皆様には何かとお世話を掛けま 

すが、御法愛を切に願い上げます。

t
 副会長 

河村康秀 
北海道第一

30周年を期によりいっ 
そう充実し、魅力ある組 

織になればと思っており 

ます。

t
総務委員会 

夫坂恵司

いずも

背負ったものは私にとって 

非常に重いのですが、スタッ 

フとともに全力で任務を果た 

したいと考えております。

t
lT委員会 

金子宗元 
秋田

今期は、各委員会の活動や 

従来の成果を具体的に伝える 

HP作り、更には英語版HP作 
りを目標としています。

畐リ会長 

宮寺守正 
彩青会（埼玉第二）

周年事業を迎える今期、 

各青年会のニーズに答える 

べく、アンテナを張り巡ら

し、努力していきたい。

会計 

香村一孝 
静岡第一

できる限り解り易くク 

リアーな会計を目指して 

いきます。2年間宜しく 
お願い致します。

法式委員会 

清水了祐 

宮城

法式における実践の在り方、

又そこに関連している戒律を青 

年僧の立場から視点をあてて法 

式への意識改革を行う。

会長 

山口英寿 
愛知第一

「燃え上がれ青年のエネル 

ギー」皆さんの様々な思いを 

エネルギーとして頂戴し、完 

全燃焼したいと思います。

t
、.警囁 

逸見智孝
岐阜

「燃え上がれ青年のエネル 

ギー」のスローガンの如く、速 

やかな会務の遂行に心がけ完 

全燃焼出来る様努力したい。

長崎第一

ボランティア委員会 
松尾哲雄

我々青年僧の立場を深く 

参究認識し、ボランティア 

ネットワーク等を介して実 

際の活動を行う。

t
 監事 

本土 一真

愛媛

30周年の節目にあた 
り、全曹青が益々発展す 

る事を切に祈念申し上げ 

ます。

東海 

舟橋宗広 
愛知第一

全曹青と管区が、緊密な関

係を築けるようなパイプ役と 

なり、第十五期執行部の皆様 

のお力になれれば幸いです。

•,九州 

葛籠貫喜昭 
熊本

九州管内各県の意見を取りまとめ、地方から 

全国へ♦全国から地方へと全曹青の素晴らしい 

臓九州へ持ち帰り、管内曹青の活動の活性化 

の一幣を担えるよう、全曹青と九曹青とのパイ 

プ役としてお林いをさせて頂きます。

庶務 

大熊真龍 
北海道第一

自らがすりこぎ棒とな 

り、15期全曹青事業の大 
円成に身を削っていく所

存です。

関東 

小林慎悟 
埼玉第一

会員の皆様に理解される、 

柔軟な頭で考えられる執行部 

となる事を祈念し、和合•精 

進して参りたいと存じます。

四国 
島崎敬童 

四国・高知

理事の任にあたり、四国管 

区の青年僧と全曹青との橋渡 

しと成り、両青年会の活動が 

より活発に成れば幸いです。

この度、庶務の任を戴 

き、大変嬉しく思います。 

諸兄各位を支え、精一杯 

努力致す所存です。

庶務 

牧野義眞 
彩青会（埼玉第二）

未熟ながら、「任に当 

たって他に譲りがたし」 

と云います。

一生懸命頑張ります！

10年前の五百羅漢の結集か 
ら、歩み続けてきて、今、私 

達が見出せるものは何か？熱 

き魂と共に噴出させたい。

北海道 

芳村元悟 
北海道第二

進化し続ける全曹青のお役 

に立てるよう、また、管区の 

青年会の仲間との良い橋とな 

れるよう努めて参ります。

全曹青発会から30年の節目 
の時期に、管区理事になると 

は…。難値難遇のご縁、精一 

杯務めさせて戴きます。

近畿

平岩浩文 

兵庫第二

執行部と協力し、決して 

記録でない記憶に残る21世 

紀の30周年記念大会を目指 

していきたいと思います。

庶務 

鈴木理元 
愛知第三

庶務という立場とな 

り、執行部の一員として 

皆様のご期待に添える 

様、2年間がんばります。

監 事
北詩学爾 

山梨

監事という役割をふま 

え、微力ながら全曹青の 

お役に立てるよう尽力し 

ます。

•
 北信越 

鈴木天章
長野第二

理事として微力ながら、 

職務に専念し全曹青発展に 

尽くす覚悟でおります。宜 

しくお願い致します。

第15期管区理事
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24

全

曹

青
 

初

代

会

長

仙
台
市
林
香

院

御

住

職

門
脇
允
元
老
師
御
遷
化

平
成
十
五
年
の
全
曹
青
総
会
を
終
え
自 

坊
に
帰
っ
た
私
の
と
こ
ろ
へ
、
全
国
曹
洞 

宗
青
年
会
初
代
会
長
・
門
脇
允
元
老
師
の 

遷
化
の
報
を
受
け
た
。
私
に
と
っ
て
は
予 

想
し
な
い
突
然
の
知
ら
せ
だ
っ
た
。
 

そ
れ
と
言
う
の
も
、
昨
年
十
一
月
十
五 

日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
十
七
回
曹
洞
宗
青 

年
会
東
北
地
方
集
会•

秋
田
大
会
で
、
お 

元
気
な
老
師
に
お
目
に
か
か
っ
た
か
ら
で 

あ
る
。
老
師
の
第
一
印
象
は
、
非
常
に
若

 々

し
い
清
閑
な
風
貌
で
、
「
未
だ
に
青
年
の

心
を
お
持
ち
の
方
だ
。
」
と
い
う
も
の
だ 

っ
た
。
そ
の
時
、
既
に
私
が
第
十
五
期
会 

長
予
定
者
だ
っ
た
事
も
あ
り
御
挨
拶
を
す 

る
と
、
微
笑
ま
れ
な
が
ら
、
発
足
当
時
の 

苦
労
話
の
一
端
を
お
聞
か
せ
頂
い
た
。
そ 

の
情
熱
的
な
語
り
口
に
、
時
間
を
か
け
て 

お
話
を
伺
う
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た 

の
に
誠
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
 

六
月
三
十
日
の
本
葬
に
参
列
さ
せ
て
い 

た
だ
い
た
中
で
、
最
も
印
象
深
か
っ
た
の 

は
、
遺
弟
の
昌
文
師
の
ご
挨
拶
だ
っ
た
。
 

そ
の
中
に
、

「方
丈
は
常
に
全
力
疾
走
の 

人
で
し
た
。
そ
の
疾
走
に
は
、
常
に
一
緒 

に
走
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
が
あ
り
、
方 

丈
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
こ
ぼ
れ 

落
ち
る
物
を
拾
っ
て
い
た
だ
い
た
き
な
が 

ら
一
緒
に
ゴ
ー
ル
し
て
い
た
だ
い
た
お 

か
げ
で
、
無
事
走
り
き
る
事
が
出
来
た
と 

思
う
。
」
と
い
う
一
節
が
あ
っ
た
。
私
に 

と
っ
て
、
第
十
五
期
全
曹
青
は
ま
だ
走
り 

出
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
共
に
走
っ
て
い 

た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
の
力
を
お
借
り
し 

て
、
全
力
で
駆
け
抜
け
て
み
た
い
と
更
に 

強
く
思
っ
た
。

末
筆
に
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
、
門
脇

老
師
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
最 

後
に
老
師
の
遺
偈
を
御
紹
介
す
る
。
 

『今

日

有

明

日

無

是

仏

命

』

世
寿
六
十
七
歳
。

ほう

(

第
十
五
期
会
長 

山
口 

英
寿)

【門
脇
允
元
老
師♦

経
歴
】

宗
門
関
係
役
職

宮

城

県

宗

務

所

書

記•

曹
洞
宗
青
年
教
化
連 

合

会

理

事

長•

曹
洞
宗
宮
城
県
青
年
会
長
・ 

東
北
曹
青
顧
問 
• 

曹
洞
宗
全
国
青
年
会
会
長 

他
•

大
本
山
永
平
寺
地
方
副
監
院 

宗
門
外
関
係
役
職

仙
台
仏
教
会
常
務
理
事
兼
事
務
局
長•

前
副 

会

長•

仙
台
い
の
ち
の
電
話
理
事
兼
理
事
長• 

社
会
福
祉
法
人
仙
慈
会
理
事
長•

福

祉
•

医 

療
•

教
育
関
係
等
多
数

寺院用仏具•仏壇・製造販売

曹洞宗梅花流法具販売指定店/ ;:

N放iオ
仆(0258)33- 5 6 4 4 
0(025)280- 1 5 5 0 
0(0492)27- 7 6 6 6 
0(027)324-3 7 2 1 
0(026)222- 3 8 11

〒940-0825新潟県長岡市高畑町617番地 
〒950-0941新潟市女池2 丁目2 -11 
〒350-0036川越市小仙波2丁目20-1 
〒370-0046群馬県高崎市江木町1179-2 
〒380-0911長野市稲葉1980 -1

場
店
店
所
所 

工 

業
業

•

潟
越
営
営

店

崎
野

本
新
川
高
長
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全 

国

曹

洞

宗
 

青

年

会
 

会

則

第

一

章

総

則
 

第

一

条
(

会
の
名
称) 

こ
の
団
体
は
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
と 

称
す
る
。(

以
下
、
本
会
と
い
う) 

第

二

条
(

事
務
所
の
所
在
地) 

本
会
は
、
事
務
所
を
曹
洞
宗
宗
務
庁
内 

に
置
き
、
事
務
局
を
定
め
る
と
こ
ろ
に 

置
く
。

第

三

条
(

会
の
目
的)

一
、
本
会
は
曹
洞
宗
の
教
化
理
念
に
基 

づ
き
青
少
年
教
化
を
主
た
る
事
業 

目
的
と
す
る
。

二
、
本
会
は
、
青
年
宗
侶
の
知
と
力
を 

結
集
し
、

つ
ね
に
開
か
れ
た
世
界 

へ
の
活
動
を
通
し
て
、
宗
旨
に
根 

ざ
し
た
人
間
の
育
成
を
は
か
り
、
 

も
っ
て
健
全
な
社
会
の
形
成
に
寄 

与
す
る
と
と
も
に
各
地
曹
洞
宗
青 

年
会
の
相
互
の
連
携
を
計
る
こ
と 

を
目
的
と
す
る
。

第

四

条
(

会
の
構
成
員)

本
会
は
第
三
条
の
目
的
に
賛
同
す
る
曹 

洞
宗
青
年
宗
侶
を
も
つ
て
構
成
す
る
。 

第

五

条
(

会
の
事
業)

本
会
は
、
そ
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
、
 

次
の
事
業
を
行
う
。

①

教
化
活
動
並
び
に
文
化
事
業
推
進 

の
研
究
開
発
及
び
そ
の
方
策
の
実 

施
。

②

現
代
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
及 

び
そ
の
対
応
活
動
。

③

情
報
誌
の
発
刊
並
び
に
図
書
、
資 

料
の
刊
行
と
紹
介
。

④

各
地
曹
洞
宗
青
年
会
活
動
の
連
絡 

調
整
及
び
支
援
、
並
び
に
親
睦
を 

は
か
る
。

⑤

そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
。 

第

六

条
(

事
業
年
度)

本
会
の
事
業
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日 

に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
を
も 

っ
て
終
わ
る
。

第

二

章

会

員
 

第

七

条
(

会
員
の
種
類
及
び
資
格) 

本
会
は
、
第
四
条
に
よ
り
、
会
員
を
次 

の
三
種
と
し
、
そ
の
資
格
を
次
の
よ
う 

に
定
め
る
。

①

正
会
員

満
年
齢
十
八
歳
以
上
四
十
歳
以
下 

の
宗
侶
。
但
し
、
事
業
年
度
内
に 

四
十
一
歳
に
達
し
た
場
合
は
、
そ 

の
年
度
内
に
は
正
会
員
と
し
て
の 

資
格
を
有
す
る
。
団
体
加
盟
の
場 

合
は
、
そ
の
会
則
に
準
ず
る
。 

②

賛
助
会
員

本
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
者
。

③

特
別
会
員

本
会
が
推
薦
す
る
宗
侶
。 

第

八

条
(

会
員
の
権
利
及
び
義
務) 

本
会
の
会
員
は
、
本
会
の
目
的
達
成
に 

必
要
な
事
業
に
参
加
す
る
権
利
を
有
し
、
 

会
則
そ
の
他
の
規
定
を
遵
守
す
る
義
務

を
負
い
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な 

事
業
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。 

第

三

章

役

員
 

第

九

条
(

役
員
の
種
類
及
び
数) 

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。 

①

会

長
 

一
名 

②

副
会
長 

三
名 

③

理

事
 

九
名 

④

委

員

長

各

一

名 

⑤

事

務

局

長

一

名 

⑥

会

計
 

一
名 

⑦

監

事
 

二
名 

第

十

条
(

役
員
の
資
格
及
び
選
任) 

一
、
本
会
の
役
員
は
第
七
条
に
定
め
る 

正
会
員
の
中
か
ら
就
任
年
度
四
月 

一
日
に
三
十
九
歳
以
下
の
者
よ
り 

選
任
す
る
。

但
し
、
理
事
の
年
齢
に
つ
い
て
は 

そ
の
限
り
で
は
な
い
。

ま
た
、
期
間
中
は
、
正
会
員
と
し 

て
の
権
利
及
び
義
務
を
有
す
る
。 

二
、
本
会
の
役
員
の
選
任
は
次
の
通
り 

と
す
る
。

①

会
長
は
、
別
に
定
め
る
細
則
に
従 

つ
て
選
任
す
る
。

②

副
会
長
は
、
別
に
定
め
る
細
則
に 

従
っ
て
選
任
す
る
。

③

理
事
は
、
各
管
区
に
於
い
て
一
名 

選
出
す
る
。

④

委
員
長
は
、
理
事
会
で
選
任
し
、
 

評
議
員
会
の
承
認
を
得
る
。
 

但
し
、
特
別
委
員
会
委
員
長
は
そ 

の
限
り
で
は
な
い
。

⑤

事
務
局
長
は
、
会
長
が
指
名
し
、
 

理
事
会
並
び
に
評
議
員
会
の
承
認 

を
得
る
。

⑥

会
計
は
、
会
長
が
指
名
し
、
理
事
会 

並
び
に
評
議
員
会
の
承
認
を
得
る
。 

⑦

監
事
は
、
理
事
会
が
推
薦
し
、
評 

議
員
会
で
選
任
す
る
。

第

十

一

条(

役
員
の
職
務) 

本
会
の
役
員
の
職
務
は
次
の
通
り
と
す 

る
。

①

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
会
務 

を
統
理
す
る
。

②

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会 

長
事
故
あ
る
時
は
、

こ
れ
を
代
行 

す
る
。

③

理
事
は
、
理
事
会
を
構
成
し
、
各 

地
区
曹
洞
宗
青
年
会
の
相
互
連
絡 

を
は
か
る
。

④

委
員
長
は
、
委
員
会
を
主
宰
し
、
 

本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業 

の
唯
進
こ
あA

こ
る
。

⑤

事
務
局
昂
は
、
事
務
局
を
統
括
し
、
 

本
会
の
事
務
一
切
を
行
う
。 

⑥

会
計
は
、
本
会
の
会
計
処
理
を
統 

括
す
る
。

⑦

監
事
は
、
本
会
の
会
務
及
び
会
計 

を
監
査
す
る
。

第

十

二

条(

役
員
の
任
期) 

役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨

但
し
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
、
前
任
者 

の
残
任
期
間
と
す
る
。 

第

十

三

条(

名
誉
総
裁
、
名
誉
会
長
、
顧
問 

の
設
置) 

一
、
本
会
は
、
名
誉
総
裁
に
両
大
本
山 

貫
首
を
推
挙
す
る
。
 

二
、
本
会
は
、
名
誉
会
長
に
宗
務
総
長 

を
推
挙
す
る
。

三
、
本
会
に
、
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で 

き
る
。
顧
問
は
、
理
事
会
に
お
い 

て
推
薦
し
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

第

四

章

会

議
 

第

十

四

条(

会
議
の
種
類) 

本
会
の
会
議
は
理
事
会
、
評
議
員
会
、
 

総
会
と
す
る
。

第

一

節

理

事

会

第

十

五

条(

理
事
会
の
目
的)

理
事
会
は
会
務
の
執
行
に
関
す
る
審
議 

を
行
う
。

第

十

六

条(

理
事
会
の
構
成)

一
、
本
会
の
理
事
会
は
、
理
事
及
び
会 

長
を
も
っ
て
構
成
す
る
。 

二
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
の
者
を
同 

席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
十
七
条(

理
事
会
の
招
集
、
定
足
数
、
議
決) 

一
、
理
事
会
は
、
会
長
が
こ
れ
を
招
集 

す
る
。

二
、
理
事
会
は
、
過
半
数
の
出
席
を
も 

っ
て
成
立
す
る
。
但
し
、
委
任
状 

を
含
む
。

三
、
理
事
会
の
議
決
権
は
理
事
及
び
会 

長
が
有
す
る
。

四
、
理
事
会
の
議
決
は
、
出
席
者
の
過 

半
数
を
必
要
と
す
る
。 

第

十

八

条(

理
事
会
の
審
議
事
項) 

理
事
会
は
、
本
会
の
活
動
の
円
滑
化
を 

図
る
た
め
に
、
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。 

①

評
議
員
会
に
提
出
す
る
議
案
。
 

②

総
会
ま
た
は
評
議
員
会
か
ら
委
託 

さ
れ
た
事
項
。

③

そ
の
他
、
会
務
の
執
行
に
必
要
な 

事
項
。

第

二

節

評

議

員

会

第

十

九

条(

評
議
員
会
の
目
的) 

評
議
員
会
は
、
本
会
の
議
決
機
関
と
す
る
。
 

第

二

十

条(

評
議
員
会
の
構
成) 

一
、
本
会
の
評
議
員
会
は
、
評
議
員
及 

び
役
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。 

二
、
評
議
員
は
、
各
単
位
曹
青
会
が
一 

名
を
選
出
し
、
派
遣
す
る
。
 

三
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
の
者
を
同 

席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第

二

十

一

条(

評
議
員
会
の
招
集
、
定
足
数
、

議
決)

一
、
評
議
員
会
は
、
年
一
回
以
上
開
催 

し' 

会

枭

こ

れ

を

招

集

す

る

。 

二
、
評
議
員
会
は
、
評
議
員
の
過
半
数 

の
出
席
を
も
っ
て
成
立
す
る
。
但 

し' 

委
任
状
を
含
む
。 

三
、
評
議
員
会
の
議
決
権
は
評
議
員
の 

み
有
す
る
。

四
、
評
議
員
会
の
議
決
は
出
席
者
の
過 

半
数
を
必
要
と
す
る
。 

第

二

十

二

条(

評
議
員
会
の
審
議
事
項
及
び

報
告
義
務)

一
、
評
議
員
会
は
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。 

①

事
業
計
画
及
び
事
業
報
告
に
関
す 

る
事
項
。

②

予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
事
項
。 

③

そ
の
他
、
総
会
又
は
理
事
会
か
ら 

審
議
を
委
託
さ
れ
た
事
項
。
 

二
、
評
議
員
会
は
必
要
事
項
を
総
会
に 

提
出
し
、
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

但
し
、
総
会
不
承
認
の
事
項
は
再 

審
議
し
そ
議
決
を
最
終
決
定
と
す 

る
。

三
、
評
議
員
は
、
評
議
員
会
の
結
果
を
、
 

必
ず
所
属
す
る
単
位
曹
青
会
に
報 

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

三

節

総

会

第

二

十

三

条(

総
会
の
目
的)

総
会
は
本
会
の
承
認
機
関
と
す
る
。 

第

二

十

四

条(

総
会
の
構
成) 

総
会
は
本
会
正
会
員
を
も
っ
て
構
成
す 

る
。

第

二

十

五

条(

総
会
の
招
集
並
び
に
承
認) 

一
、
総
会
は
、
年
一
回
開
催
し
、
会
長 

が
こ
れ
を
招
集
す
る
。
但
し
緊
急 

の
必
要
が
あ
る
時
、
も
し
く
は
正 

会
員
の
半
数
以
上
の
要
求
が
あ
る 

時
は
、
会
長
は
、

こ
れ
を
招
集
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二
、
総
会
の
承
認
は
、
出
席
者
の
過
半 

数
を
必
要
と
す
る
。 

三
、
総
会
不
承
認
の
事
項
は
評
議
員
会 

に
再
審
議
を
要
求
で
き
る
。
 

第

二

十

六

条(

総
会
の
承
認
事
項) 

一
、
事
業
計
画
及
び
事
業
報
告
に
関
す 

る
事
項
。

二
、
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
事
項
。
 

三
、
役
員
の
選
任
に
関
す
る
事
項
。 

四
、
そ
の
他
、
会
務
の
執
行
に
関
す
る 

重
要
事
項
。
 

第

五

章

委

員

会
 

第

二

十

七

条(

委
員
会
の
設
置) 

一
、
本
会
は
そ
の
目
的
達
成
に
必
要
な 

事
業
を
調
査
し
、
研
究
し
、
又
は 

実
施
す
る
た
め
に
委
員
会
を
設
置 

す
る
。

二
、
委
員
会
の
名
称
、
主
た
る
業
務
及 

び
委
員
数
は
、
理
事
会
で
審
議
し
、
 

評
議
員
会
の
承
認
を
得
る
。
 

第

二

十

八

条(

委
員
会
の
構
成) 

一
、
委
員
会
は
委
員
長
一
名
の
ほ
か
、
 

委
員
若
干
名
を
も
っ
て
構
成
す
る
。 

二
、
委
員
は
正
会
員
の
中
か
ら
、
委
員 

長
が
推
薦
し
、
理
事
会
の
承
認
を 

得
て
、
会
長
が
任
命
す
る
。 

第

二

十

九

条(

特
別
委
員
会
設
置) 

特
別
に
必
要
な
事
由
の
生
じ
た
時
は
、
 

理
事
会
の
決
定
に
よ
り
特
別
委
員
会
を 

設
置
す
る
。

但
し
、
会
長
は
評
議
員
会
に
そ
れ
を
報 

告
す
る
。

第

六

章

事

務

局
 

第

三

十

条(

事
務
局
設
置) 

本
会
の
一
切
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め

に
、
事
務
局
を
置
く
。

第

三

十

一

条(

事
務
局
の
構
成) 

本
会
の
事
務
局
は
以
下
の
通
り
と
す
る
。
 

①

事
務
局
長 

一
名 

②

事
務
局
員 

若
干
名 

③

常
任
幹
事 

一
名 

④

幹 

事 

若
干
名 

筆

三

十

二

条(

事
務
局
員
、
常
任
幹
事
、
幹 

事
の
資
格
並
び
に
職
務) 

一
、
事
務
局
員
は
、
次
長
一
名
、
庶
務 

若
干
名
と
し
、
会
長
が
指
名
し
、
 

理
事
会
並
び
に
評
議
員
会
の
承
認 

を
得
る
。

ま
た
、
常
任
幹
事
は
宗
務
庁
担
当 

課
長
と
し
、
幹
事
若
干
名
は
宗
務 

庁
担
当
課
書
記
が
あ
た
る
。
 

二
、
事
務
局
員
は
事
務
局
長
を
補
佐
す 

る
。

ま
た
、
常
任
幹
事
は
局
務
を
掌
握 

し' 

幹
事
は
会
務
に
従
事
す
る
。 

第

七

章

会

計
 

第

三

十

三

条(

経
費
収
入) 

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
賛
助
費
、
宗 

務
庁
助
成
金
、
及
び
寄
付
そ
の
他
を
持 

っ
て
こ
れ
に
当
て
る
。
 

第

三

十

四

条(

会
費
納
入) 

一
、
会
費
は
、
年
度
内
に
納
入
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

但
し
団
体
加
盟
の
場
合
は
会
員
名 

簿
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二
、
会
費
に
関
す
る
細
則
は
、
別
に
こ 

れ
を
定
め
る
。

第

三

十

五

条(

会
計
年
度)

本
会
の
会
計
年
度
は
、
事
業
年
度
に
準 

ず
る
。

第

八

章

執

行

部
 

第

三

十

六

条(

執
行
部
の
目
的) 

執
行
部
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
務
の
執 

行
に
携
わ
る
。

第

三

十

七

条(

執
行
部
の
構
成) 

一
、
本
会
の
執
行
部
は
会
長
、
副
会
長
、
 

委
員
長
、
事
務
局
長
、
事
務
局
員
、
 

会
計
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
 

二
、
必
要
に
応
じ
て
各
委
員
会
の
構
成 

員
を
同
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第

三

十

八

条(

執
行
部
の
協
議
事
項) 

執
行
部
は
、
本
会
の
運
営
の
円
滑
化
を 

図
る
た
め
に
、
次
の
事
項
を
協
議
す
る
。 

①

理
事
会
に
提
出
す
る
議
案
。
 

②

理
事
会
か
ら
委
託
さ
れ
た
議
案
。 

③

会
務
の
執
行
に
関
す
る
議
案
。 

④

各
委
員
会
の
活
動
内
容
に
関
す
る 

議
案
。

⑤

そ
の
他
、
必
要
な
事
項
。 

第

九

章

会

則

の

変

更 

第

三

十

九

条(

変
更
の
手
続
き) 

こ
の
会
則
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
時
は
、
 

理
事
会
に
於
い
て
そ
の
三
分
の
二
の
同 

意
を
も
っ
て
議
決
し
、
評
議
員
会
で
決 

定
し
、
総
会
の
承
認
を
得
る
。

付

則
こ
の
会
則
は
昭
和
五
十
年
十
一
月
二
十
六

日
か
ら
施
行
す
る
。

昭
和
五
十
七
年 

五
月
十
四
日
、
一
部
改
正
。
 

昭
和
六
十
年 

五
月
八
日
、

一
部
改
正
。
 

平
成
二
年 

五
月
十
一
日
、
一
部
改
正
。
 

平
成
四
年 

五
月
十
三
日
、
一
部
改
正
。 

平
成
七
年 

六
月
一
日
、

一
部
改
正
。 

平
成
十
年 

六
月
十
六
日
、
一
部
改
正
。 

平
成
十
一
年 

六
月
十
七
日
、
一
部
改
正
。 

同
年 

九
月
一
日
、
 

施
行
。
 

平
成
十
二
年
六
月
二
十
三
日
、

一
部
文
字
訂
正
。

細

則

第

一

号

入

退

会

に

関

す

る

細

則 

一
、
本
会
に
入
会
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
 

所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入 

し' 

そ
の
年
度
の
会
費
を
添
え
て 

事
務
局
に
提
出
す
る
。
 

二
、
本
会
を
退
会
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
 

所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入 

し
事
務
局
に
提
出
す
る
。 

三
、
事
務
局
は
、
入
退
会
の
申
し
込
み 

を
受
理
し
、
理
事
会
の
承
認
を
得
る
。
 

第

二

号

会

費

に

関

す

る

細

則 

一
、
年

会

費

一

、
〇
〇
〇
円 

二
、
賛
助
費 

任
意 

但
し
、
団
体
加
盟
は
、

一
会
員
あ 

た
り
五
〇
〇
円
と
し
、
加
盟
団
体
は 

そ
の
前
年
度
の
会
員
数
分
の
年
会
費 

を
納
入
す
る
。

ま

た

年

会

費

に

は

「
そ
う
せ
い
」
購 

読
料
四
回
分
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

第
三
号
会
長
副
会
長
選
出
に
関
す
る
細
則 

第

一

条

こ

の

細

則

は

、
本
会
の
会
則
第
十 

条
第
二
項
に
基
づ
き
、
会

長
•

副 

会
長
選
考
に
関
す
る
事
項
を
規
定 

す
る
。

第

二

条

会

長
•

副
会
長
選
考
を

行
う

為

、
 

選
考
委
員
会
を
組
織
す
る
。 

第

三

条

選

考

委

員

会

は

、
理
事
及
び
現
会 

長
を
も
つ
て
構
成
す
る
。 

第
四
条
選
考
委
員
長
及
び
副
委
員
長
各
一 

名
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
る
。
 

第
五
条
選
考
委
員
会
は
次
期
会
長
候
補
の 

届
け
出
の
諸
手
続
を
定
め
、
初
年 

度
の
二
月
十
五
日
迄
に
公
報
す
る
。 

第

六

条

次

期

会

長

候

補

者

は

、
管
区
曹
青 

会
代
表
者
と
単
位
曹
青
会
代
表
者 

の
推
薦
状
を
付
け
て
選
考
委
員
長 

宛
に
届
け
出
た
者
と
す
る
。 

第
七

条

次

期

会

長

予

定

者

の

選

考
は

、
第 

六
条
の
定
め
る
候
補
者
の
中
よ
り
、
 

選
考
委
員
会
で
、
責
任
を
も
っ
て 

選
考
す
る
。

第

八

条

次

期

副

会

長

予

定

者

の

選

考

は

、
 

選
考
委
員
会
と
次
期
会
長
予
定
者 

と
協
議
し
、
責
任
を
も
っ
て
選
考 

す
る
。

第

九

条

選

考

委

員

会

は

、
選
考
し
た
次
期 

会
長
予
定
者
及
び
副
会
長
予
定
者 

を
、
評
議
員
会
の
決
定
を
得
て
、
 

現
会
長
の
任
期
二
年
目
総
会
で
そ 

の
承
認
を
行
う
。
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北 

信 

越 

管 

区 

大 

会

九 

州 

管 

区 

大

北
信
越
管
区
青
年
会

結
成
記
念
大
会
レ
ポ
—
ト 

去
る
平
成
十
五
年
六
月
三
日
〜
四
日
、
長 

野
県
更
科
郡
上
山
田
町
に
お
い
て
、
石
塚
光 

雄
北
信
越
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
統
監
老
師
、
 

田
村
豊
文
長
野
県
第
一
宗
務
所
所
長
老
師
の 

ご
臨
席
を
賜
り
、
無
事
に
地
元
青
年
会
の
念 

願
で
あ
っ
た
北
信
越
管
区
青
年
会
の
結
成
記 

念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
講
演
に
は
特
派
布
教
師
で
あ 

る
長
野
県
左
久
市
大
林
寺
御
住
職
の
増
田
友

厚
老
師
を
お
迎
え
し
て
、
「
人
々
の
苦
悩
と 

青
年
僧
の
役
割
」
と
題
さ
れ
た
貴
重
な
お
話 

を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

広
範
囲
に
ま
た
が
る
地
域
よ
り
の
ご
参
集 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
よ
そ
六
十
名
の
出
席 

に
よ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
会
員
相
互
の
研
修 

と
親
睦
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
こ
に
会
を
発
足
す
る
に
あ
た
り
、
桜
井 

朝
教
元
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
会
長
を
は
じ
め
、
 

各
地
区
青
年
会
の
歴
代
執
行
部
、
会
員
の
皆 

様
方
の
ご
苦
労
に
感
謝
、
ご
慰
労
申
し
上
げ
、
 

大
会
の
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

九
州
曹
洞
宗
青
年
会
総
会
福
岡
大
会

去
る
六
月
九
日
福
岡
市
安
国
寺
専
門
僧
堂 

(

堂

頭
•

和
田
宗
甫
老
師)

に
お
い
て
総
勢 

百
二
十
名
参
加
の
も
と
、
九
州
曹
洞
宗
青
年 

会
福
岡
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会
は
六 

年
に
一
度
九
州
各
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ 

て
お
り
、
今
回
で
三
十
三
回
目
の
大
会
と
な 

り
ま
す
。

26

へ
ケ
ヽ
の
苦
応
と
青

年
®

増
田
丸

午
後
一
時
よ
り
開
講
諷
經
が
、
九
曹
青
会 

長
(

浦
辺
世
紀
師)

の
導
師
で
厳
粛
に
執
り 

行
わ
れ
、
引
き
続
き
僧
堂
に
て
、
会
員
全
員 

に
よ
り
坐
禅
を
一
柱
行
持
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が 

修
行
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
有
意
義
な 

有
り
難
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

午
後
二
時
二
十
分
か
ら
は
、
本
堂
に
て 

九
曹
青
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
十
四
年
度 

会
計
報
告
並
び
に
平
成
十
五
年
度
予
算
が
審 

議
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
今
回
の
総
会
で
は
、
 

第
十
一
期
新
会
長
に
葛
籠
貫
喜
昭
師(

熊
本 

曹
青)

が
就
任
さ
れ
、
新
執
行
部
が
発
足
し 

ま
し
た
。
さ
ら
に
各
県
諸
連
絡
と
し
て
、
活 

動
報
告
が
な
さ 

れ
、
活

発

な

意
^

^

^

^

 

見
や
爷
業
報
書 

が
な
さ
れ
、
各

^

^

^

^

 

県

そ

れ

ぞ

れ

良̂

 

い
刺
激
と
な
っ
一̂

^

^

た
。午

後

三

時
^

^

^

• 

五
十
分
か
ら
は 

■
■
■
.

ー♦♦

行

事

と

しi

て

「
ハ
ン
セ

ン

病
を 

共

に

考

え

る

」

講
演 

が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ 

は
、

一
昨
年
に
福
岡
曹 

青
研
修
会
の
一
環
と
し 

て
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
熊
本 

の
菊
池
恵
楓
園
現
地
に
て
研
修
し
、

こ
の
度 

は
そ
れ
を
受
け
て
菊
池
恵
楓
園
渉
外
委
員
、
 

杉
野
芳
武
先
生
御
夫
妻
を
会
場
に
お
招
き 

し
て
療
養
生
活
の
内
容
や
個
大
的
な
苦
難
に 

満
ち
た
体
験
談
を
時
代
に
追
っ
て
赤
裸
々
に 

語
っ
て
頂
い
た
。
参
加
者
一
同
そ
れ
ぞ
れ
に 

様
々
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾 

け
、
非
常
に
有
意
義
な
学
習
会
と
な
っ
た
。
 

終
わ
っ
て
会
場
を
、

ア
ー
ク
ホ
テ
ル
博 

多
に
移
し
百
五
十
名
参
加
の
下
、
大
懇
親
会 

が
開
催
さ
れ
た
。
懇
親
会
の
中
で
は
参
加
者 

そ
れ
ぞ
れ
が
会
員
同
志
の
親
睦
を
は
か
り
、
 

来
年
の
開
催
地
大
分
で
再
び
団
結•

結
集
す 

る
こ
と
を
誓
い
合
い
総
会
、
研
修
会
、
懇
親 

会
の
全
日
程
が
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。
参
加 

者
各
位
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
一
日
と
な
っ 

た
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
度
の
大
会 

に
会
場
を
快
く
お
引
き
受
け
下
さ
り
ご
協
力 

頂
き
ま
し
た
安
国
寺
様
は
じ
め
、
前
•

新
全 

曹
青
会
長
様
、
九
曹
青
会
長
様
、
九
曹
青
執 

行
部
の
皆
様
、
各
県
理
事
の
皆
様
、
各
会
員 

様
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て
誠 

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
御 

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
三
十
三
回
九
曹
青
総
会

主
催
県
福
岡
曹
青
一
同
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people

台
蹈

新
生•

青
松
寺
を 

您

询
 

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス 

倒

青
松
寺
御
住
職
喜
美
候
部
宗
一
師

東
京
タ
ワi

に
程
近
い
港
区
愛
宕
の
大
都
心
に
、
江

戸

時

代

か

ら

「青
松
寺
獅
子 

吼
林
」
と
称
さ
れ
、
曹
洞
宗
の
中
で
も
有
数
の
学
林(
宗
門
の
人
材
育
成
と
し
て
の 

道
場)

で
あ
っ
た
青
松
寺
が
、
昨
年
末
伽
藍
を
新
た
に
再
興
さ
れ
た
。

今
回
は
、

こ
の
青
松
寺
住
職•

喜
美
候 

部
宗
一
師
に
お
話
を
伺
っ
た
。
 

師
は
、

こ
の
度
の
伽
藍
復
興
事
業
と
併 

せ

て

「獅
子
吼
林
サ
ン
ガ
」•

「仏
教
ル
ネ 

ッ
サ
ン
ス
塾
」
を
立
ち
上
げ
た
。
 

前

者

は

本

来

の

「道
」
を
求
め
る
僧
侶 

が

集

う

修

行

の

場(

サ
ン
ガ)

で
あ
り
、
 

前
永
平
寺
人
権
擁
護
推
進
室
兼
国
際
部
主 

事
・
南
直
哉
師
が
主
幹
と
し
て
迎
え
ら
れ 

た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
計
四
人
の
僧
侶
が 

そ
れ
ぞ
れ
の
志
を
抱
い
て
修
行
を
し
て
い 

る
。後

者
は
宗
派
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
坊
さ 

ん
達
及
び
一
般
の
方
々
を
対
象
と
し
た
仏 

教
を
学
ぶ
場
で
あ
り
、

〃
癒
し
〃
を
世
に 

広
め
た
文
化
人
類
学
者•

上
田
紀
行
氏
を 

塾
長
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
 

五
月
の
開
講
以
来
、

こ
れ
ま
で
に
二
回 

開
催
し
て
い
る
が
、
参

加

者

か

ら

は

「仏 

教
が
こ
ん
な
に
面
白
い
も
の
だ
と
改
め
て 

感
じ
ま
し
た
。
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
。

両
者
と
も
仏
教
の
既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
る 

こ
と
な
く
、
仏
教
の
原
点
を
改
め
て
見
つ
め 

直
し
、
新
た
な
仏
教
の
あ
り
方
を
模
索
し
て 

い
こ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

講
師
陣
が
そ
れ
ぞ
れ
高
名
な
方
で
あ
る
た 

め
に
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
ば
か
り
が
注
目
さ 

れ
が
ち
で
あ
る
が
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し 

て
の
住
職
の
手
腕
に
も
我
々
は
注
目
し
た
い
。
 

師
は
、
今
回
サ
ン
ガ
と
塾
を
立
ち
上
げ
た 

経
緯
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
「先
代
住
職 

(

前
永
平
寺
副
貫
首•

故
喜
美
候
部
継
宗
老
師) 

の

『戦
争
に
行
っ
て
た
く
さ
ん
の
戦
友
を
亡 

く
し
て
生
き
残
っ
た
自
分
は
、
出
来
る
だ
け

多
く
の
心
豊
か
な
人
間
を
育
て
て
い
く
の 

が
使
命
で
あ
る
。
』

と
の
個
人
メ
モ
を
目 

に
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
今
後
は
、
 

若
い
人
達
に
ど
ん
ど
ん
青
松
寺
に
足
を
運 

ん
で
も
ら
い
、

こ
こ
に
展
開
す
る
諸
活
動 

を
介
し
て
、
互
い
の
空
隸
の
輝
き
に
目
覚 

め
、
さ
ら
に
は
そ
の
若
い
人
た
ち
が
こ
の 

場
を
活
か
し
て
仏
教
の
生
き
生
き
と
し
た 

姿
を
世
に
示
す
工
夫
を
し
て
く
れ
る
な
ら 

ば
幸
い
で
あ
る
。
」
と
熱
く
語
る
姿
が
印 

象
に
残
っ
た
。

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
い
う
言
葉
が
象
徴
し 

て
い
る
こ
の
運
動
は
、
仏
教
の
復
興
で
あ 

り
再
生
で
も
あ
る
。
青
松
寺
が
今
ま
で
培 

っ

て

き

た

「伝
統
」
や

「格
式
」
に
安
住 

す
る
こ
と
な
く
、
社
会
の
要
請
に
真
摯
に 

応
え
よ
う
と
す
る
そ
の
姿
勢
は
、

こ
れ
か 

ら
の
仏
教
の
一
つ
の
潮
流
を
感
じ
さ
せ 

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
本
来
仏
教 

が
取
っ
て
き
た
態
度
で
も
あ
ろ
う
。

こ
の 

意
欲
的
な
取
り
組
み
の
今
後
が
注
目
さ
れ 

る
。

禅
門
引
導
香
語
集
大
全 

月

叟

語

銖

 

本
書
は
、
詩
心
玲
瓏
に
し
て
道
眼
円 

明
な
る
著
者
の
生
涯
作
品
を
集
大
成
し 

た
も
の
で
あ
る
。

禅
門
待
望
の
新
式
和
文
の
引
導
香
語 

集
と
し
て
、
す
で
に
出
版
さ
れ
た
三
冊 

の
香
語
集
に
、
未
発
表
の
作
品
百
篇
を 

加
え
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
香
語
は
い
ず 

れ
も
伝
統
の
型
を
ふ
ま
え
、
前
人
未
踏 

の
境
地
を
開
拓
し
た
も
の
で
、
平
易
に 

し
て
格
調
が
高
い
。
全
編
宗
意
透
徹
さ 

れ
た
作
品
群
で
あ
り
、
詩
僧
で
あ
る
著 

者
の
禅
の
風
光
が
現
出
し
た
禅
詩
文
学 

の
珠
玉
集
で
あ
る
。

「
語
録
」

の
刊
行
に
あ
た
り
、
香
語 

作
品
に
は
そ
れ
ぞ
れ
脚
註
が
綿
密
に
付 

け
ら
れ
、
読
者
の
便
宜
が
図
ら
れ
て
い 

る
。
ま
さ
に
新
時
代
の
香
語
集
と
し
て 

寺
院
必
携
の
良
書
で
あ
り
、
諸
賢
青
年 

僧
の
香
語
作
成
の
参
考
書
と
し
て
推
奨 

す
る
。

B5
判

特

装

本

文

787
頁

総

ル

ビ

付
 

頒
価
一
五
〇
〇
〇
円(
送
料
一
〇
〇
〇
円) 

申

込

先

〒

三

二

七

—
〇
〇
一
ニ 

栃
木
県
佐
野
市
大
蔵
町2
9
7
5
 

興
福
寺
語
録
刊
行
会 

現
金
書
留
ま
た
は
振
替
用
紙
で
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

振
替
口
座(00160
— 1 
— 117531)
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仏教
ルネッサンス整

〜どうぞ大勢の方ご参加ください〜

第3回 私はなぜここにいるのか？ 塾長上田紀行

• 8月24日（日）午後2時開講
私はなぜ、いまこの青松寺で仏教ルネッサンス塾の「塾長」 

をやっているのでしょうか？

ふつう、その問いへの答は、「現代社会における仏教の復興 

の意義は〇〇だから、ここでこんな塾を始める意味があるのだ」 

とか、学者だったら答えるはずです。私も新聞や雑誌に書くと 

きはそうです。しかし、今回は私はまったく別のやり方で答え 

てみたいと思います。

（「開講の辞」より）この困難な時代に仏教はいったい何をなし 

得るのか、その追究が〈仏教ルネッサンス塾〉の目的です。

仏教とは何よりも人間の「苦」に向き合い、その原因を深く 

探求することで、そこからの解放へと導こうとする教えではな 

かったのでしょうか。仏陀にせよ、宗派の祖師たちにせよ、時 

代と真摯に向き合い、そこでの苦悩によりそい、立ち向かって 

いったからこそ、その教えは人々に力を与え、時代を切りひら 

いてきたのではなかったでしようか。

第4回 お寺はこんなに面白い！

その1 ボーズ•ビー•アンビシャス（坊さんよ 大志を抱け！） 

•10月17日（金）受付開始午後2時
いま若手僧侶として、これからの仏教に生きるものとして、 

何をしなければならないか、どうあるべきか、今何ができるか。 

さまざまな角度からお互いにじっくりと考えを交わすサンガの 

場をもってみませんか。

この集いの軸となって問題提起するのは、仏道の実践を力強 

く展開している、臨済宗神宮寺住職•高橋卓志師と浄土宗応典 

院主幹・秋田光彦師。

「地域と寺をケアでつなぐ」-

高橋卓志（長野県松本市在54歳）

「寺とは何をするところか？坊さんとは何をする人か？」。 

神宮寺に住職して以来20年、このテーマをずっと追ってきた。 

その中から、ボランティア、共同作業所、非暴力、脱原発、 

NGO、ホスピスムーブメント、ターミナルケア、生涯学習、 

HIV、被災地支援、少子高齢化、NPO、コミュニティケアなど、 

時代の流れに沿いながら、いのちを結ぶ興味あるキーワードを 

探り、その現場に深くかかわってきた。その結果、神宮寺は「人 

のるつぼ、」と化した。しかし放射線状に向いた興味は、近年、 

その方向を自分が住む地域に移し、キーワードを「ケア」に定 

めてきた。「生•老•病•死を貫く総合的なケア」に寺や住職 

がかかわる、ということである。もちろんここでいうケアの本 

質には仏教的なベースが重複する。時代を読み、仏教が本来持っ 

ている「能力」を最大限に生かし、軽やかなネットワーキング 

により、地域に「ケア」という視点でかかわる。じつに面白い 

展開が生まれる。こんなことができる寺や坊さんは、世にある 

職種の中で、「ダントッに面白い」職業なのである。

「若者とお寺をアートでつなぐ」-

秋田光彦（大阪市在47歳）

97年、大阪の都心に、應典院（浄土宗大蓮寺塔頭）を再建し

（1泊2日）

ました。本堂は円形小劇場、ふたつのセミナールームにオープ 

ンギャラリーを有し、年間40本以上の舞台公演をはじめアート 

展、講演会などを連日開催、年間3万人を超える若者でにぎわ 

う、アートなお寺として知られるようになりました。しかも、 

このお寺は檀家さんがいないので、お葬式をしません。その代 

わり、多様なNPOやアーティストと協働しながら、さまざま 

な出会いやつながりの場所を創造してきました。もともとお寺 

の原点は「学び」「癒し」「楽しみ」。何でも効率と機能が優先 

される日本の社会において、スローなお寺にしかできないこと 

があるはずです。関西で最も若者の集うお寺のひとつ、應典院 

の実践を紹介しながら、寺院の役割と可能性について、私の考 

えを述べたいと思います。

問題提起を受け、その後参加者同志が本音で語り合う時を持 

ち、各自が意識を掘り下げながら、形を模索していく。

翌朝は「自分の寺をどうしたいか」「10年後の自分の寺を語る」 

「自分は仏者としてこのような問題に、このように取り組んで 

いきたい」など、1人10分間10人程度のプレゼンテーションを 

行い、高橋、秋田、上田三師からのアドバイスを受けながら、 

更に互いの意見交換の場とする。午後は一般の方々の参加を得 

て議論を深める。

その2 21世紀の寺の可能性をひらく

•10月18日出開始午後2時

•プレゼンテーション

（高橋、秋田両師による各自の活動紹介）

•パネルディスカッション

（上田塾長、高橋師、秋田師、前日より参加の方から1〜2名） 

在家の皆さんの意見も交えての話し合い/終了後には懇親会 

があります。

神 宮 寺 http:〃www. Jinguuji. or. jp
應 典 院 http：//www. i noch i-cIub. com
上田紀行 http:〃www. valdes. t i tech. ac.」p/~ueda/
青 松 寺 http：//www5. ocn. ne. jp/~seishoji

申し込み並びに問い合わせは

青松寺：電話03-3431-3087
〒105-0002東京都港区愛宕2丁目4番7号
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寺お

策
福
地
山
修
禅
寺

弘
法
大
師
開
基/

歴
史
的
に
も
非
常
に
古
く
禅
寺
と
し
て
も
閑
静
で
厳
格
な
名
刹
。

平
安
初
期
に
弘
法
大
師
が
開
基
し
た
と 

い
わ
れ
る
修
禅
寺
は
「修
善
寺
温
泉
発
祥
の 

寺
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
歴
史
は
古
く 

源
氏
興
亡
の
舞
台
と
も
な
っ
た
。
寺
に
伝
わ 

る
様
々
な
宝
物
も
興
味
深
い/

■

歴

史

修
禅
寺
は
平
安
初
期
に
弘
法
大
師
に
よ
り 

開
基
さ
れ
た
。
大
師
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
と 

き
、
桂

谷
(

当
時
、

こ
の
地
は
こ
う
呼
ば
れ 

て
い
た)

で
病
み
つ
か
れ
た
父
の
体
を
洗
う 

少
年
を
見
つ
け
、
そ
の
孝
心
に
心
を
打
た
れ 

「
川
の
水
で
は
冷
た
か
ろ
う
」
と
、
手
に
し 

た

独

船
(

と
っ
こ
一
仏
具
——)

で
川
中
の
岩 

を
打
ち
、
霊
泉
を
湧
出
さ
せ
た
と
い
う
。

こ 

れ
が
修
善
寺
温
泉
の
始
ま
り
で
あ
る
。 

鎌
倉
時
代
に
は
源
範
頼
、
頼
家
が
幽
閉
さ 

れ
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
源
氏
興
亡
の
舞
台
と 

な
っ
た
。
南
北
朝
時
代
に
な
り
、
戦
禍
と
火 

災
に
よ
り
寺
は
荒
廃
し
衰
退
し
た
が
、
そ
の 

後
、
延

徳

元

年(

一
四
八
九
年)

に
韮
山
城

主
の
北
条
早
雲
が
外
護
者
と
し
て
再
興
し
、
 

曹
洞
宗
に
改
宗
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
 

・
見
て
い
る
だ
け
で
興
味
深
い
宝
物
館 

境
内
に

隣

接
し
て

「修
禅
寺
宝
物
館
」
が 

あ
る
。

こ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
的
意
義 

の
あ
る
宝
物
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
と
て
も
興

味
深
い
。
上
記
で
紹
介
し
た
弘
法
大
師
の
独

钻
や
、
行
基
菩
薩
親
筆
の
大
般
若
経
、
北
条 

政
子
寄
進
と
さ
れ
る
放
光
般
若
波
羅
密
多
経 

(

静
岡
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
て
、
終 

わ

り

に

「為
征
夷
大
将
軍
左
金
吾
督
源
頼
家

弘法大師が最初に発見したとされる霊泉独钻

の湯は修禅寺の前を流れる桂川の川中にある

弘法大師が温泉を掘り当てたときに

使ったとされる独鮎（とっこ）

菩
提
、
尼
置
之
」
と
い
う
政
子
の
墨
書
が
あ 

る)

な
ど
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

・
本
尊
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ|

ド 

本
尊
は
運
慶
の
高
弟
、
「
幻
の
仏
師
」
と
い 

わ
れ
る
実
慶
作
の
大
日
如
来
像
で
あ
る
が
、
 

こ
こ
に
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
こ 

の
ご
本
尊
、
損
傷
が
ひ
ど
く
な
り
、
昭
和

59
年 

の
修
復
の
際
三
束
の
髪
の
毛
と
経
文
が
発
見 

さ
れ
た
。
今
ま
で
一
度
も
解
体
さ
れ
た
こ
と 

の
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
仏
像
製
作
時 

に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、

こ
の
謎
の
黒
髪
を
め

ぐ
っ
て
歴
史
論
争
が 

展
開
さ
れ
た
。
北
条 

政
子
か
？
源
頼
家
の 

妻
辻
殿
か
？
諸
説
入 

り
乱
れ
る
な
か
、N 

H
K

が
番
組
の
中
で 

解
明
を
図
っ
た
。
そ 

の
結
果
、
所
有
者
は 

O
型
かB
型
の
血
液 

型
で
女
性
と
判
明
、

この髪の毛は北条政子のものか!?

政
子

か

辻
殿
の
ど
ち

ら

か
と 

な
っ
た
。
結
局
、
結
論
の
で
な
い 

ま
ま
黒
髪
は
元
ど
お
り
仏
像
に

納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
次 

に
解
体
修
理
が
必
要
と
な
る
に 

は
百
年
以
上
も
先
と
の
こ
と
。
 

黒
髪
は
謎
を
秘
め
た
ま
ま
再
び 

深
い
眠
り
に
つ
い
た
。
な
お
、
黒 

髪
の
写
真
は
宝
物
館
に
展
示
さ 

れ
て
い
る
。

・
源
頼
家
公
の
墓
が
あ
る
指
月 

殿
修
禅
寺
に
対
面
し
た
鹿
山
の

麓

に
は

「指
月
殿
」
が

あ

る(

山

門
か
ら
徒
歩2
、3
分
位)

。
修
善
寺
温
泉
で 

暗
殺
さ
れ
た
源
頼
家
の
冥
福
を
祈
っ
て
、
母 

北
条
政
子
が
指
月
殿
、
宋
版
大
蔵
経
、
釈
迦 

三
尊
繍
仏
な
ど
を
修
禅
寺
に
寄
進
し
た
と
さ 

れ
る
。
指
月
と
は
経
典
を
意
味
し
、
禅
家
が 

愛
用
し
て
い
る
不
立
文
字
を
解
く
言
葉
で
あ

る
。

こ
こ
に
は
源
頼
家
の
墓
が
あ
る
。
指
月

殿
の
中
央
に
は
禅
宗
式
と
い
う
珍
し
い
形
の 

丈
六
釈
迦
如
来
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
 

持
物
の
な
い
は
ず
の
釈
迦
像
が
右
手
に
蓮
の 

花
を
持
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
 

指
月
殿
の
篇
額
の
実
物
は
、
宋
の
名
僧
一 

山
一
寧
の
書
と
い
わ
れ
、
修
禅
寺
本
堂
に
掛 

け
ら
れ
て
い
る
。
同
僧
は
正
執
権
北
条
貞
時 

に
間
牒(

ス
パ
イ)

の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
正 

安
元
年(

一
ニ
九
六
年)

に
修
禅
寺
に
幽
閉
さ 

れ
て
い
る
。

■

見
所
い
っ
ぱ
い
修
善
寺
温
泉

そ
の
ほ
か
に
も
温
泉
場
の
西
北
側
の
山
腹 

に
鎌
倉
初
期
の
武
将
で
、
義
朝
の
第
六
子
源 

範
頼
の
墓
が
あ
り
、
温
泉
場
の
南
山
に
は
源 

頼
家
の
家
臣
で
、
頼
家
亡
き
後
に
謀
反
を
企 

て
て
処
刑
さ
れ
た

13
士
の
墓
な
ど
が
あ
る
。
 

付
近
に
は
自
然
公
園
や
、
梅
林
、
富
士
山
展 

望
日
本
一
!?:

の
国
立
公
園
達
磨
山
キ
ャ
ン
プ

場
等
も
あ
る
。

温
泉
に
つ
か
り
、
歴
史
に
思
い
を
巡
ら
せ 

て
ぶ
ら
ぶ
ら
散
策
す
る
の
も
一
興
で
あ
る
。 静かに佇む山門は寺の歴史の深さを伝える

ア
ク
セ
ス
デ1
タ

•

所

在

地 

静
岡
県
田
方
郡
修
善
寺
町
修
善
寺

964 

•

電 

話 
0
5
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77 77 7/ 7/ 7/ 77 7/ 77 77 7/ 7/ 77 7/ 77 7/ // 77 責 7/ 77 7/ 77 77 7/ 77 77 77 7/ 7/ 7/ 7/ 7/ 77 77 稲 77 77 7/ 7/ 7/ 7/ 甭 77 7/ 7/ 77 7/ 77 7/ 77 7/ 7/ 77 /7 7/ 7/ 7/ 7/ 7/ 77 7/ 77 77 77 77 77 7/ 7/ 7/ /7 7/ // 77 論

岩富清正宝東光光秀竜妙普千守法円金一長善鳳竜寿万海龍貞以正伝随宗西本第吉城吉潮瑞泉第驾全理道円天向周浄観栄善祝高高天鳳長梅長保青宗陽正善豪瑞大俊青 
松徳鏡明持泉厳秀源光厳門手光性通剛尾光勝泉昌蔵宝長昌津観心流興有覺二祥願祥音雲秋一擘昌右了明正雲慶泉蔵寿徳言岩安桂林延岩光善原福寿山養徳円泉朝松 
寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺院院院寺寺寺寺寺寺寺寺寺院院院院寺寺院寺寺寺院寺院寺寺寺書院書寺寺寺寺院寺院院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺院寺院寺寺寺寺寺 
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県 県 県 県
雳

随竜妙大宝養一円鏡長大竜竜蒼 高洞長天乾長明慶芳安豊天繁東妙円松天成 徳竜利泉永向桃長陽長善明善浄久大常泰成無常 常広曹西見長松泉蓮二幸全龍常廣嶺天
翁心西統積徳閑通徳松雄泰泉泉 徳泉泉性徳谷林翁全昌栖翁桂光見明楽勢高 昌松済通福陽林楽雲三長言宗光昌雄恩寧孝量仙 楽見源光光泉林福光 春久渕慶徳雲宗
院寺寺寺寺寺寺寺寺院院院院寺寺院寺寺寺寺寺寺寺寺院院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺院院寺院院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺院院寺院院寺寺 
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77 77 77 77 7/ 77 77 77 77 7/ 77 豊 77 77
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梨 葉〃〃駕 〃 ff 〃 〃 〃 〃 // ff 〃 〃 // 〃 // 〃 ff 〃 〃 〃 〃 〃 〃 // 〃〃〃 虞

永源花弘松叢医宗耕二円信盤洞盤万十梅万安永先三秀興見冷春久大宝瑞一妙正大慈松宝長広少東保大大竜松慈瑞雲東祥天中大大東竜森大松医宝宗慶新万観福重宗  
昌光岳誓月林王徳月泉香石雲脚松輪林松養光照明源隆性泉衰應仙寿竜喜福公眼岩泉生徳林林雲雲殊源源恩岩竜善雲性滝慈林漸源巌通林王応徳林井福音寿俊胤 
寺院院寺院寺寺院寺寺院寺寺院院寺院院寺寺寺寺寺寺寺寺麓院寺院寺院寺寺寺院院寺院寺院寺寺寺寺寺院寺寺寺寺院寺寺寺寺寺寺寺寺院寺寺寺寺寺寺院院寺 
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第 員 養 養

長天二庚弘知地妙観観無神霊洞広建松常禅常康竜薬安宝光天神清宝成長長瑞清宝浄太龍松聚長永大万一礼大仙光新天高四西竜東円寛栄福蓮松東正永大興世石三真竜龍 
泉桂申禅学蔵元音音量竜岩牧円宗秀楽林宿勝洞師祥泉通桂蔵安泉道翁盛泉閑珠元平興音福全昌運松雲安林雲豊林林光渕林光永林王覚秀泉林源雲禅楽雲照豊雲 
寺院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺院寺寺院寺寺寺寺院寺院寺寺寺寺寺寺院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺庵院寺院院院院寺 
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〃 77 77 77 77 77 77 77 77 77 7/ 7/ 需 77 77 77 養〃〃畫 77 7/ 7/ 7/ 7/ 77 7/ 7/ /7 77 7/ 7/ 77 畫 77 7/ 7/ 7/ 7/ 77 77 7/ 7/ 7/ 77 7/ 77 77 7/ 7/ // 7/ 77 最 7/ 7/ 7/ 77 77 7/ 77 77 77 7/ 7/ 7/ 豊 7/ 7/ 7/ 7/ 77 7/ 7/

大永二永善海大安広観養海広菩宗慈一智勝本法長久大自蔵清宗福大永霊長北地長義薬康楞清真吉報福長玄春三桂春霊傳育西江 
義明林光蔵蓮心泰音泉禅禅提徳眼照林覚幢久昌幢法田楽久寿竜泉泉徳辰蔵泉眞師全厳凉楽祥恩田泉猷江昌興巌法清福福 
院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺院寺院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺院院院寺寺院寺院 
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蓮丞善真盛春厚苗栄正天無 長徳仲
華福光福光現元秀春法寧学谷円明
寺寺寺寺寺等寺専等寺寺寺 

様様様様様様様様様様様様 様様様
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存延伝禅長養国毎金雲善済大万蓮桂円永威海円長洞霊鷲円瑞大観松谷法慈二盛吉大常雲少善清長月向長一南高尋法三南悟宝観青実正慈永陽西大南東霊慈正円観万竜太 
歩車庫軍福徳泰来蔵居江渡椿福法巌福祥徳徳通松仙山住成光膳音隣松円眼林祥竜厳竜林福久松照栄命珠松声輪宝陽真泉音峰相俊眼興松福広昌光松願泉通音福雲慶 
寺寺寺寺寺院寺寺寺寺院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺院寺寺寺庵寺寺寺院寺寺寺院寺寺寺寺 
様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

1331291211019987866964593432191811 8 2 島 345327278253231島1851721671561551531468682785830272616 12 3 1鳥270259239214213190189172158145125998982444233252220 2 1山17716215014813112293767360583422
77 77 77 77 77 77 7/ 7/ 7/ 77 77 77 7/ 7/ 77 7/ 77 農 7/ 77 7/ 7/ 77 費 77 7/ 77 77 7/ 7/ 7/ 77 77 77 7/ 7/ 7/ 7/ 7/ 7/ 7/ 7/ 賢 7/ 7/ 7/ 7/ 77 7/ 7/ 7/ 77 77 7/ 7/ 7/ 77 7/ 7/ 77 77. 77 77 7/ 7/ 晶 77 77 77 77 7/ 7/ 7/ 7/ 7/ 77 7/ 7/ 77

第 第
荘西法円禅宝北竜安清正宗常万松祐永二光宗地西岩一源普同福竜法妙源吉山正長景天瑞吉昌興大心岩笑高亨海広泉久竜竜福海東護大弘皇広泰禅功徳無岳善宝賢長天香宗吉光 
第蓮遒光慶林禅雲栖光禅渕福松円福昌園安久光滝泉門慶厳泉蔵楽徳祥名寿通福徳泉祥福雲光清崎山林徳潮福福屋泉豊田印林国道済徳沢雲昌徳雲量音昌全忠福寧積光祥禅  
寺寺寺寺院寺寺寺院院寺寺寺院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺院寺寺寺院院寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺  
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- 留第 第、、 、弟
円雲神如岳宗一竜円香永福通常善元世東医養清浄東長静 
通泉照来林禅雲通雲林田天安祥光尊楽王寿流泰照泉元 
寺寺寺寺寺寺 寺寺寺寺寺寺寺等寺院寺寺尋等寺寺寺寺 
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南三国二慈宝瑞長祥西西円皓一大勝 
明分光泉雲泉雲蓮方通台泉光 
寺 寺 院寺寺寺守寺寺守寺 寺寺 
様様様様様様様様様様様様様

慈能太永長 円瑞極東大安成竜興宗宝清千陽安瑞高 南 願吉 晋総福法十薬極
3 成光楽栄通穏福穏禅光蔵盛如春楽林昌隆成祥叟覚知蔵楽師楽恩満平

寺守寺寺守寺寸寺寺寺寺守寺院守寺守7 .. 7 .....一 ..................... . 寺寺寺寺寺寺寺
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7/ 7/ 鲁 7/ 7/ 7/ /7 7/ 曾 77 77 〃曾〃 7/ 7/ 77 7/ 77 77 7/ 77 昔 7/ 77 77-〃 7/ 77 7/ 7/ 7/ 7/ 77 7/ 7/ 77 // 7/ 暫 7/ 77 7/ 7/ 77 7/ 7/ 7/ 77 7/ 7/ /7 77 7/ 77 77 7/ 77 7/ 7/ 77 77 77 暫〃〃雪 7/ 7/ 77 77 77 7/ 〃曾〃杳 7/ 7/

杰 舉 県 県 県 県 島 |
第 弟 案 県

楞興一斑菱本傻立 率蓮全 円常浄弘芳宗永第永 検薬堯雞慈祥常法常玉金宗広長宗竜二観竜竜信陽守竜大吉昌岩玄浄満耕大真龍興宝天耕白一安福 円善観法法全祐 
厳源 祥徳淵城山 光江昌 明福林誓春清厳篦昌 校師翁足恩雲秀音円泉松徳沢泉福雲 音昌洞綱泰芳雲徳祥福松照清泉雲林蔵洞禅蔵周雲心 養昌 南栖音泉明長国
寺寺 寺寺寺寺寺 寺寺寺 寺寺寺寺寺寺寺等寺 庵寺院院院寺院寺寺寺寺寺寺院寺寺 庵院院寺寺院寺寺寺寺院寺寺寺寺寺寺院寺院院庵庵 寺寺 寺寺寺寺寺寺寺
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厳源祥徳淵城山 光江昌 明福林誓春清:

第 

江二清玉 
月水祥 
院寺寺 
様様様

寺寺寺 寺

県

寺等

県 県

208180174167165162157154139133121120113111939075704641252410 6 福811297295283265255252239222219204194189182117112110109929170625553361410  9 新 802633614562 555 553546 544 531 519 新 708682 新 511467460451438380373362360344326 
77 77 77 7/ 77 77 77 77 77 77 77 7/ 77 7/ 77 77 7/ 77 77 77 7/ /7 7/ 77 息 7/ 7/ 77 // 7/ 77 7/ 77 7/ 7/ 7/ 77 7/ // 7/ 7/ 7/ // // /7 77 7/ 77 7/ 77 7/ 7/ 7/ 圏 7/ 77 77 77 7/ 77 // 77 7/ 7/ 醇〃〃港 // 77 // // // 77 7/ 7/ 7/ 7/ 7/ 

県 県 県 県
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竜峰持常長洞徳忠丞宗祐三常盤太永東金松二普竜宿永定石吉長洞長巨竜金正法永慶安常一観元万心正長東聖澄高天大浮常対保徳全高安隣宝三長 
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御協力誠に 

ありがとう 

ございました。
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そうせいサロン

先
日
、
某
球
場
で
熱
狂
す
る
野
球
フ
ァ
ン
の
中
で
催
涙
ス 

プ
レ
ー
が
使
用
さ
れ
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
人
達
が 

そ
の
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
報
道
を
視
聴
し
て
や
り 

き
れ
な
い
気
持
ち
に
な
ら
れ
た
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま 

す
。
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
様
々
な
道
具
は
、
使
い
方 

を
誤
る
と
人
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
様
に
、
 

言
葉
や
文
章
も
人
を
傷
付
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

総
て
は
、
そ
れ
を
使
用
す
る
人
の
心
の
持
ち
様
だ
と
思
う 

の
で
す
。
多
く
の
人
は
、
人
を
傷
付
け
、
嫌
わ
れ
る
よ
う
な 

事
を
望
み
ま
せ
ん
。
た
だ
、
自
分
自
身
の
主
張
に
対
し
て
、
 

相
手
に
強
く
同
意
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
、
摩
擦
が
生
じ
、
 

£■
怒
り
の
感
情
か
ら
肉
体
的
・
精
神
的
に
傷
付
け
る
こ
と 

』

に
な
り
ま
す
。

私
達
仏
教
徒
が
守
る
十
重
禁
戒
の
中
の
不
瞋
恚
戒
と 

8
1

 

は
、
「怒
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

コエ
クッキング

セロリの葉の香り佃煮

『
梵
網
経
』

で
は
瞋
不
受
瞋
戒
と
い
い
、

「
も
し
仏
弟
子
が
自 

分
か
ら
怒
り
、
人
に
怒
る
こ
と
を
教
え
た
り
す
れ
ば
、
そ
の 

行
い
を
原
因
と
し
て
様
々
な
災
い
が
お
き
て
く
る
。
菩
薩
で 

あ
る
仏
弟
子
は
、

一
切
衆
生
が
善
根
を
持
っ
て
争
い
を
し
な 

い
よ
う
に
指
導
し
、
常
に
慈
悲
心
と
孝
順
心
を
持
た
せ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
そ
れ
に
反
し
て
自
ら
悪
口
を
発
し
て 

相
手
を
の
の
し
り
、
さ
ら
に
手
や
刀
杖
な
ど
で
相
手
を
打
ち
、
 

怒
り
が
収
ま
ら
ず
、
相
手
が
謝
っ
て
も
許
さ
な
い
と
す
れ
ば
、
 

大
罪
で
あ
り
、
教
団
か
ら
追
放
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
」 

(

『曹
洞
宗
大
辞
典
』
よ
り
引
用)

」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

同
じ
時
代
を
大
と
し
て
生
き
て
い
く
中
で
、
仏
弟
子
で
あ 

る
私
達
は
、
こ
の
教
え
を
心
し
て
、
広
く
社
会
に
働
き
か
け
、
 

怒
り
の
な
い
世
界
を
作
り
出
し
た
い
も
の
で
す
。

全

国

曹

洞

宗

青

年

会

会

長

山

口

英

寿

ローマ•ギリシャ時代には、整腸や強壮の薬として使われてい 

たセロリ。ミイラの首飾りにもなっていたとか。独特の強い香り 

が特徴の野菜です。栄養的には、ビタミン&・Bzが含まれ、力 

ルシュウムや鉄などのミネラル類も含み、食物繊維が豊富です。 

ビタミンB「B2はエネルギー代謝を促し、イライラを予防して

セロリの蓮い香りは、アピオールという成分で、肉やレバーな 

どの臭みを消す、はたらきがあります。お肉中心の油っぽい洋風 

料理にほ、口をさっぱりさせてくれる効果があります。また、スー 

プなどの煮込み料理には、セロリの茎や葉をパセリなどの香味野 

菜といっしょに束ねて、ブーケガルニ（香りの束）として使いま 

す。セロリは、生のままサラダに使うことが多いようですが、煮 

込み料理にも適しています。たまねぎやニンジンといっしょにセ 

ロリを煮込み、トマト味に仕上げるミネステローネ風のスープも 

おすすめの一品です。また、ニンジンとごぽうでよく知られるキ 

ンピラをセロリで作ると、独特の食感があり、一味ちがうキンピ 

ラが味わえます。ここにちりめんじゃこや刻んだベーコンを加え 

てれぱ、お弁当のおかずにもなります。

最近、人気のある生ジュースですが、セロリ少量を加えると、 

セロリの香りがほのかに漂い、とてもさわやかになります。セロ 

リとグレープフルーツなどの柑橘類や、セロリとりんごなどの組 

み合わせで、お試しください。

最後に、どうしても残ってしまうのがセロリの葉。今回はこの 

葉をつかった常備菜を紹介します。

♦材料♦

セロリの葉/ 2本分、油/小さじ1、酒/大さじ2、しようゆ/大 

さじ1、砂糖/小さじ2、白ごま/少々、かつをぶし（小袋）/1袋 

♦作り方.

①セロリの葉は小さく刻む。

②フライパンに油を入れ熱し、①を炒める。

③②に酒を加え、かつをぶし、しょうゆ、砂糖を加えて、箸で 

混ぜながら炒り煮する。

④ 仕上がりに白ゴマを混ぜる。

. ラカ

編集室敬白

「1
日

は

な

ぜ

24
時

間

し

か

な

い

の

で

あ

ろ

う

…

…0
」 

こ

れ

が

今

回

初

め

て

「
そ
う
せ
い
」

の
編
集
に
携
わ
っ
て 

感

じ

た

率

直

な

感

想

で

あ

る

。

人

に

よ

っ

て

そ

れ

ぞ

れ

時

間

の

進

み

方

、

感
じ
方
は
違
う 

で
あ
ろ
う
。

そ
う

い

う

意

味

で

、
数
ヶ
月
前

の

私

と

編

集

長 

と

し

て

過

し

た

こ

の2
ヶ
月
間
の
私
は
、

明

ら
か
に
そ
の
時 

間

の

流

れ

が

違

っ

て

い

た

。

つ
ま
り
今
の
私
の
生
活
で
は
、
 

明

ら

か

に1
日

24
時

間

で

は

足

り

な

い

の

で

あ

る

〃

：

改 

め

て

「
そ
う
せ

い

」
編

集

作

業

の

困

難

さ

を

痛

感

し

た

。 

道

元

禅

師

が

説

く

時

間

に

対

す

る

考

え

方(

時

間

論)

に
つ 

い
て
は
、

『
正
法
眼

蔵

』
「
有

時

」
巻

に

代

表

さ

れ

る

よ

う

に

、
 

宗

教

と

い

う

枠

を

超

え

多

く

の

研

究

者

か

ら

注

目

を

さ

れ

、
 

且

つ

評

価

を

受

け

て

い

る

。

き
っ
と
そ
の
中

に

今

の

私

の

多 

忙

な

生

活

を

変

え

る

一

転

語

が

隠

さ

れ

て

い

る

は

ず

だ

。 

J
 

「
そ

う

だ

、

こ

う

い

う

時

は

宗

研
(

曹

洞

宗

総

合

研 

究
セ
ン
タ
ー 
•

宗

学

研

究

部

門)

に
間
い
合
わ
せ
を
し 

て
聞
い
て
み
よ
う
〃
：」

…

…

ん

っ

!?:
そ
れ
っ
て

俺

が

答 

え

る

立

場

じ

ゃ

ん

つ

〃

：(&)
時

間

と

の

格

闘

は

ま

だ 

ま

だ

続

く

の

で

あ

る

…
…
。 

(

編

集

子)

「そうせい」に対するご意見•ご感想をお寄せ下さい。

あて先 〒369-0301
埼玉県児玉郡上里町金久保701陽雲寺内

そうせいサロン係
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CLUB REPORT曹洞宗青年会ロロ 
ロロ

青年会
発足［昭和5 3年「会長［佐藤道昭|副会長「国安大智・奥山亮修 

事務局長1浅田 高明「会 計1工藤 範隆「会 員145名

k

田
は3 4 8
ヶ
寺
の
寺
院
が
あ
り
、
 

和

そ
の
内

45
歳
以
下
の
宗
侶1
4
5
名
の 

参
加
を
得
て
現
在
の
秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会 

が
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
秋
曹
青
で
は
、
年 

3
回
の
研
修
会
と
、

一
般
公
開
講
座
を
主
た 

る
事
業
と
し
て
行
い
、
広

報

「曹
青
秋
田
」 

を
年2
回
、
更
に
昨
年
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(
h
H
P

ヾ
ヽww

w
.
s
o
u
s
e
l
-
a
k
i
t
a
.
n
e
t

)ヽ

を
運 

営
し
て
お
り
ま
す
。

舌

動
紹
介
に
当
た
っ
て
は
、
前
期
事
業
の 

祀

報
告
が
、

一
番
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
よ 

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

当
曹
青
の
昨
年
度
ま
で
の
テ
ー
マ
は
「自 

殺
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
自
殺
率
が
全
国 

1
位
で
あ
る
秋
田
県
に
お
い
て
、
我
々
僧
侶 

の
出
来
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、2

平成13年7月13日
研修「秋田県の自殺の現状について」

講師秋田大学医学部教授 吉岡 尚文先生

平成13年11月
7 • 8日

聴講「正法眼蔵の生死観」

講師好国寺専門僧堂後堂佐藤正真老師

平成13年11月8日
一般講演「いのちの尊さにめざめる」

講師愛知尼僧堂堂頭 青山 俊董老師

平成14年4月1日
研修「自殺をめぐる霊魂観の諸問題」

講師駒澤大学仏教学部教授長谷部八朗先生

平成14年7月2日
研修「残されし者の思い」

講師あしなが育英会（自死遺児）斉藤 勇輝君

平成14年11月
7・8日

曹洞宗青年会東北地方集会秋田大会

シンポジウム「この一日の身命は…

"自殺"の問題が問いかけるもの」

基調講演「日本人のこころ」

講師作家五木寛之氏

パネルディスカッション（ノヾネラー略）

会員研修

講師仙台いのちの電話理事長•林香院住職 門脇 允元老師

平成15年4月19日
実践「祈りの集い」

自殺者慰霊法要秋曹青会員遺族への法話 

講師特派布教師 増田 友厚老師

年
間
か
け
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
試
み
で 

し
た
。
左
記
表
に
活
動
内
容
を
羅
列
し
て
み 

ま
す
。

土
寸
筆
す
べ
き
は
、
最

後

に

行

っ

た

「
祈
り 

¥

の
集
い
」
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で 

の
研
修
を
経
て
我
々
僧
侶
に
何
が
出
来
る 

の
か
を
考
え
た
時
、
や
は
り
自
殺
さ
れ
た
方 

の
遺
族
の
ケ
ア
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な 

り
、

こ
の
集
い
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ス 

コ
ミ
等
を
一
切
使
わ
ず
、
会
員
が
自
分
の
知 

り
合
い
の
中
で
自
殺
さ
れ
た
遺
族
の
方
に
直 

接
声
を
か
け
る
と
い
う
方
法
で
、
参
加
者
を 

募
り
ま
し
た
。
ま
ず
こ
の
過
程
で
声
を
か
け 

る
こ
と
の
難
し
さ
、
相
手
の
気
持
ち
を
察
す 

る
こ
と
の
難
し
さ
と
直
面
し
ま
し
た
。
当
日 

は
果
た
し
て
参
加
し
て
く
れ
る
方
が
い
る
の 

だ
ろ
う
か
と
心
配
し
ま
し 

た
が
、

30
名
程
の
方
が
集 

ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
受 

付
•

法
要
と
会
員
は
い
つ 

も
以
上
に
緊
張
し
な
が
ら 

運
営
に
当
た
っ
て
い
ま
し 

た
。
法
話
は
宗
門
を
代
表 

す
る
布
教
師
の
増
田
友
厚 

老

師

を

御

願

い

し

ま

し 

た
。
だ
い
ぶ
悩
ん
で
か
ら 

お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た 

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
 

生
き
る
力
に
つ
な
が
る
お

話
で
大
変
感
動 

し
ま
し
た
。
最 

後

に

遺

族

の 

方

が

お

帰

り
 

に
な
っ
た
後
で 

増
田
老
師
か
ら 

法
話
の
手
ほ
ど 

き
を
受
け
、
さ 

ら
に
今
日
的
な 

問
題
に
向
う
僧 

侶
の
心
構
え
を 

後
教
示
い
た
だ 

き
、

一
日
の
日
程
を
終
え
ま
し
た
。 

ー
ー 

年
間
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
行
つ
て
き
ま 

一
一
し
た
が
、
実
際
に
遺
族
の
方
々
と
時
間 

を
共
有
で
き
た
事
は
重
要
だ
っ
た
と
思
い
ま 

す
。
法
要
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
涙
す
る
人
、
 

法
話
に
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
る
人
、
思 

い
を
押
し
殺
す
よ
う
に
じ
っ
と
床
を
見
つ
め 

て
い
る
人
、
そ
の
反
応
の
一
つ
一
つ
に
い
ま 

だ
癒
さ
れ
な
い
心
の
傷
を
感
じ
ま
し
た
。
集 

ま
っ
て
く
れ
た
方
は
ご
く 

一
部
の
そ
れ
も
あ 

る
程
度
心
の
安
定
を
得
た
方
だ
と
推
測
さ
れ 

ま
す
が
、

い
ま
だ
そ
の
悲
し
み
を
心
の
内
に 

秘
め
日
々
を
生
き
て
い
る
方
々
が
い
る
と
い 

う
事
実
に
、
我
々
僧
侶
は
目
を
向
け
る
こ
と 

が
必
要
で
は
な
い
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

自
殺
を
特
別
視
す
る
な
と
い
う
御
意
見
も
あ 

り
ま
す
が
、
心
の
傷
の
深
さ
を
思
う
と
き
、
 

我
々
が
そ
こ
に
如
何
に
思
い
を
重
ね
る
こ
と

が
出
来
る
か
に
よ
っ
て
、
僧
侶
と
し
て
の
こ 

の
問
題
に
か
か
わ
る
可
能
性
が
見
え
て
く
る 

の
だ
と
思
い
ま
す
。

，エ

お
、
五
月
に
行
わ
れ

た
「梅
花
流
全
国 

カ

奉
詠
大
会
」
に
際
し
ま
し
て
は
、
各
地 

よ
り
秋
田
に
お
越
し
頂
き
、
当
会
員
も
各
部 

署
に
お
い
て
皆
様
を
お
迎
え
で
き
た
こ
と
を 

喜
ば
し
く
存
じ
ま
し
た
。

ま
た
今
期
は
「声
明
」
を
メ
イ
ン
に
取
り
上 

げ
、
最
終
目
標
を
「大
布
薩
講
式
」
法
要
勤
修 

に
見
据
え
研
修
を
重
ね
る
予
定
で
す
。

本
誌
編
集
部
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
先 
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